
【
翻
訳
】

章
学
誠
校
讎
学
論
文
訳
注
（
一
）

　
　
　
　
「
和
州
志
藝
文
書
序
例
」（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
教
大
学
目
録
学
研
究
会

（
向
嶋
成
美
・
樋
口
泰
裕
・
渡
邉　

大
・
宇
賀
神
秀
一
・

  

王　

連
旺
・
荒
川　

悠
・
村
越
充
朗
）

　

本
研
究
会
は
、
こ
の
数
年
、
章
学
誠
『
校
讎
通
義
』
の
訳
注
を
本
紀
要
に
掲
載
し
、
前
号
を
も
っ
て
一
応
の
完
成
を
み
た
。
今
後
、
当

面
は
『
校
讎
通
義
』
に
関
連
す
る
章
学
誠
の
論
著
に
取
り
組
む
方
針
で
あ
り
、
そ
こ
で
、
今
回
は
「
和
州
志
藝
文
書
序
例
」
を
取
り
あ
げ

る
こ
と
と
し
た
。
訳
出
に
あ
た
り
、『
文
史
通
義
校
注
』（
葉
瑛
校
注
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
）
に
付
録
す
る
テ
キ
ス
ト
を
底
本
と
し
、
適

宜
諸
本
と
対
校
し
た
。
本
訳
注
で
は
、
全
五
節
に
分
け
た
う
ち
の
前
三
節
を
訳
出
し
、
注
釈
を
附
し
た
。
本
訳
注
は
ひ
と
え
に
、
向
嶋
成

美
、
樋
口
泰
裕
、
渡
邉
大
、
宇
賀
神
秀
一
、
王
連
旺
、
荒
川
悠
、
村
越
充
朗
か
ら
な
る
文
教
大
学
目
録
学
研
究
会
が
開
催
し
た
定
例
研
究

会
に
お
い
て
、
議
論
、
検
討
を
進
め
る
中
で
得
ら
れ
た
成
果
に
基
づ
く
。
た
だ
、
こ
の
度
、
議
論
、
検
討
の
内
容
に
整
理
を
加
え
、
訳

注
と
し
て
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
研
究
会
で
の
議
論
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
発
表
者
で
あ
る
樋
口
が
担
当
執
筆
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
章
学
誠　

校
讎
学　

和
州
志　

校
讎
通
義　

文
史
通
義
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章
学
誠
「
和
州
志
藝
文
書
序
例
」
訳
注
［
一
］

第
一
節
（
原
道
）

【
原
文
】

『
易
』
曰
、「
上
古
結
縄
而
治
、
後
世
聖
人
易
之
以
書
契
、
百

官
以
治
、
万
民
以
察
。」［
二
］
夫
文
字
之
原
、
古
人
所
以
為
治
法

也
。
三
代
之
盛
、
法
具
於
書
、
書
守
之
官
。
天
下
之
術
業
、
皆

出
於
官
師
之
掌
故
、
道
藝
於
此
焉
斉
、
徳
行
於
此
焉
通
、
天
下

所
以
以
同
文
為
治
。［
三
］
而
『
周
官
』
六
篇
、
皆
古
人
所
以
即

守
官
而
存
師
法
者
也
。
不
為
官
師
職
業
所
存
、
是
為
非
法
、
雖

孔
子
言
礼
、
必
訪
柱
下
之
蔵
是
也
。［
四
］

三
代
而
後
、
文
字
不
隷
於
職
司
［
五
］、
於
是
官
府
章
程
、
師

儒
習
業
、
分
而
為
二
、
以
致
人
自
為
書
、
家
自
為
説
、
蓋
泛
濫

而
出
於
百
司
掌
故
之
外
者
、
遂
紛
然
矣
［
六
経
皆
属
掌
故
、
如
『
易
』

蔵
太
卜
、『
詩
』
在
太
師
之
類
］。［
六
］
書
既
散
在
天
下
、
無
所
統
宗
、

於
是
著
録
部
次
之
法
、
出
而
治
之
、
亦
勢
之
所
不
容
已
。
然
自

有
著
録
以
来
、
学
者
視
為
紀
数
簿
籍
、
求
能
推
究
同
文
為
治
、

而
存
六
典
識
職
之
遺
者
、
惟
劉
向
、
劉
歆
所
為
『
七
略
』、『
別

録
』
之
書
而
已
。［
七
］
故
其
分
別
九
流
、
論
次
諸
子
、
必
云
出

於
古
者
某
官
之
掌
、
其
流
而
為
某
家
之
学
、
失
而
為
某
事
之
敝
、

条
宣
究
極
、
隠
括
無
遺
。
学
者
苟
能
循
流
而
溯
源
、
雖
曲
藝
小

数
、
詖
辞
邪
説
、
皆
可
返
而
通
乎
大
道
、
而
治
其
説
者
、
亦
得

以
自
辨
其
力
之
至
与
不
至
焉
。［
八
］

有
其
守
之
、
莫
或
流
也
、

有
其
趨
之
、
莫
或
歧
也
。
言
語
文
章
、
胥
帰
識
職
、
則
師
法

可
復
、
而
古
学
可
興
、
豈
不
盛
哉
。

韓
氏
愈
曰
、「
辨
古
書
之
正
偽
、
昭
昭
然
若
黒
白
分
。」［
九
］

孟
子
曰
、「
詖
辞
知
其
所
蔽
、
淫
辞
知
其
所
陥
、
邪
辞
知
其
所

離
、
遁
辞
知
其
所
窮
。」［
一
〇
］
孔
子
曰
、「
多
聞
、
択
其
善
者
而

従
之
。」［
一
一
］
夫
欲
辨
古
書
正
偽
、
以
幾
於
知
言
、
幾
於
多
聞

択
善
、
則
必
深
明
官
師
之
掌
、
而
後
悉
流
別
之
故
、
竟
末
流
之

失
、
是
劉
氏
著
録
、
所
以
為
学
術
絶
続
之
幾
也
。
不
能
究
官
師

之
掌
、
将
無
以
条
流
別
之
故
、
而
因
以
不
知
末
流
之
失
、
則
天

下
学
術
、
無
所
宗
師
。「
生
心
発
政
、
作
政
害
事
」、
孟
子
言
之
、

断
断
如
也
。［
一
二
］
然
而
涉
猟
之
士
、
方
且
炫
博
綜
之
才
、
索
隠

之
功
、
方
且
矜
隅
墟
之
見
、
以
為
区
区
著
録
之
文
、
校
讎
之
業
、

可
以
有
裨
於
文
事
、
噫
、
其
惑
也
。

【
訓
読
文
】

『
易
』
に
曰
わ
く
、「
上
古
は
結
縄
し
て
治
め
、
後
世
の
聖
人

は
之
に
易
う
る
に
書
契
を
以
て
し
、
百
官
以
て
治
め
、
万
民
以
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て
察
す
」
と
。
夫
れ
文
字
の
原
、
古
人
法
を
治
む
る
を
為
す
所

以
な
り
。
三
代
の
盛
、
法
は
書
に
具
わ
り
、
書
は
官
に
守
ら
る
。

天
下
の
術
業
、
皆
官
師
の
掌
故
に
出
で
、
道
藝
此
に
於
い
て
斉

し
く
、
徳
行
此
に
於
い
て
通
ず
、
天
下
同
文
を
以
て
治
を
為
す

所
以
な
り
。
而
し
て
『
周
官
』
六
篇
、
皆
古
人
の
守
官
に
即
き

て
師
法
を
存
す
る
所
以
の
者
な
り
。
官
師
職
業
の
存
す
る
所
為

ら
ざ
れ
ば
、
是
れ
非
法
と
為
す
、
孔
子
の
礼
を
言
う
と
雖
も
、

必
ず
柱
下
の
蔵
に
訪
れ
る
は
是
れ
な
り
。

三
代
よ
り
後
、
文
字
職
司
に
隷
わ
ず
、
是
に
於
い
て
官
府
の

章
程
、
師
儒
の
習
業
、
分
か
れ
て
二
と
為
り
、
以
て
人
自
ら
書

を
為
し
、
家
自
ら
説
を
為
す
を
致
し
、
蓋
し
泛
濫
し
て
百
司
掌

故
の
外
に
出
づ
る
者
、
遂
に
紛
然
た
り
［
六
経
皆
掌
故
に
属
す
、

『
易
』
は
太
卜
に
蔵
さ
れ
、『
詩
』
は
太
師
に
在
る
が
如
き
の
類
な
り
］。
書

は
既
に
散
じ
て
天
下
に
在
り
て
、
統
宗
す
る
所
無
く
、
是
に
於

い
て
著
録
部
次
の
法
、
出
で
て
之
を
治
む
る
も
、
亦
た
勢
の
已

む
を
容
れ
ざ
る
所
な
り
。
然
る
に
著
録
有
り
て
自
り
以
来
、
学

者
視
て
紀
数
簿
籍
と
為
し
、
求
め
て
能
く
同
文
為
治
を
推
究
し
、

而
も
六
典
識
職
の
遺
を
存
す
る
者
は
、
惟
だ
劉
向
、
劉
歆
の
為

す
所
の
『
七
略
』、『
別
録
』
の
書
な
る
の
み
。
故
に
其
の
九
流

を
分
別
し
、
諸
子
を
論
次
す
る
に
、
必
ず
古
は
某
官
の
掌
に
出

で
、
其
の
流
れ
て
某
家
の
学
と
為
り
、
失
し
て
某
事
の
敝
を
為

す
と
云
い
、
条
宣
し
て
究
極
し
、
隠
括
し
て
遺
す
無
し
。
学
者

は
苟
に
能
く
流
れ
に
循
い
て
源
に
溯
り
、
曲
藝
小
数
、
詖
辞
邪

説
と
雖
も
、
皆
返
り
て
大
道
に
通
ず
可
く
、
其
の
説
を
治
む
る

者
も
、
亦
た
以
て
自
ら
其
の
力
の
至
る
と
至
ら
ざ
る
と
を
辨
ら

か
に
す
る
を
得
。
其
の
之
を
守
る
有
れ
ば
、
或
い
は
流
る
る
莫

く
、
其
の
之
に
趨
く
有
れ
ば
、
或
い
は
歧
る
る
莫
き
な
り
。
言

語
文
章
、
胥み

な

識
職
に
帰
れ
ば
、
則
ち
師
法
復
す
可
く
、
而
し
て

古
学
興
る
可
し
、
豈
に
盛
ん
な
ら
ざ
ら
ん
や
。

韓
氏
愈
曰
わ
く
、「
古
書
の
正
偽
を
辨
ら
か
に
す
る
こ
と
、

昭
昭
然
と
し
て
黒
白
の
分
か
る
る
が
若
し
」
と
。
孟
子
曰
わ
く
、

「
詖
辞
は
其
の
蔽
る
る
所
を
知
り
、
淫
辞
は
其
の
陷
い
る
所
を

知
り
、
邪
辞
は
其
の
離
る
る
所
を
知
り
、
遁
辞
は
其
の
窮
ま
る

所
を
知
る
」
と
。
孔
子
曰
わ
く
、「
多
く
聞
き
、
其
の
善
き
者

を
択
び
て
之
に
従
う
」
と
。
夫
れ
古
書
の
正
偽
を
辨
ら
か
に
し

て
、
以
て
知
言
に
幾
く
、
多
聞
択
善
に
幾
か
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、

則
ち
必
ず
官
師
の
掌
に
深
明
に
し
て
、
而
る
後
に
流
別
の
故
を

悉
く
し
、
末
流
の
失
に
竟
る
、
是
れ
劉
氏
の
著
録
の
、
学
術
絶

続
の
幾
と
為
る
所
以
な
り
。
官
師
の
掌
を
究
む
る
能
わ
ざ
れ
ば
、

将
に
以
て
流
別
の
故
を
条
す
る
無
く
、
因
り
て
以
て
末
流
の
失
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を
知
ら
ざ
ら
ん
と
す
、
則
ち
天
下
の
学
術
、
宗
師
す
る
所
無
し
。

「
心
に
生
じ
政
に
発
し
、
政
を
作
し
て
事
を
害
す
」、
孟
子
之
を

言
い
て
、
断
断
如
た
る
な
り
。
然
而
る
に
涉
猟
の
士
、
方
且
に

博
綜
の
才
を
炫
か
し
、
索
隠
の
功
、
方
且
に
隅
墟
の
見
を
矜
り
、

以
て
著
録
の
文
に
区
区
た
れ
ば
、
校
讎
の
業
、
以
て
文
事
に
裨

有
る
可
け
ん
や
、
噫
、
其
れ
惑
え
る
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

『
易
』
に
、「
上
古
の
頃
は
結
縄
に
よ
っ
て
世
の
中
を
治
め
て

い
た
が
、
後
世
の
聖
人
が
そ
れ
を
改
め
て
文
字
を
用
い
る
こ
と

と
し
、
そ
う
し
て
役
人
た
ち
は
世
を
治
め
、
人
々
も
明
ら
か
に

な
っ
た
」
と
言
う
。
い
っ
た
い
文
字
の
起
源
は
、
古
人
が
治
法

を
な
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
夏
、
殷
、
周
の
三
代
の
盛
ん

で
あ
っ
た
頃
、
法
は
書
物
に
具
わ
り
、
書
物
は
官
職
に
保
守
さ

れ
て
い
た
。
天
下
の
学
術
は
、
す
べ
て
種
々
の
官
職
に
お
け
る

伝
統
的
職
掌
か
ら
出
て
、
道
と
事
が
一
致
し
、
徳
行
が
通
じ

合
っ
て
い
た
の
は
、
天
下
は
同
じ
文
字
に
よ
っ
て
治
ま
る
も
の

だ
か
ら
で
あ
る
。『
周
礼
』
六
篇
は
、
い
ず
れ
も
古
人
が
保
守

す
べ
き
官
に
即
し
て
師
法
を
伝
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
官

師
の
職
務
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
法
に
外

れ
る
も
の
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
孔
子
で
す
ら
も
礼
に
つ

い
て
語
る
に
は
、
必
ず
柱
下
史
で
あ
っ
た
老
子
の
管
理
す
る
蔵

書
室
を
訪
問
し
た
と
い
う
の
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

三
代
よ
り
後
、
文
字
は
官
掌
か
ら
離
れ
、
官
府
が
伝
え
る
法

律
・
制
度
と
、
教
師
の
習
い
授
け
る
学
問
と
の
二
つ
に
分
か
れ
、

個
人
が
自
ら
書
物
を
著
し
、
家
毎
に
自
ら
の
学
説
を
主
張
す
る

よ
う
に
な
り
、
百
官
の
職
掌
の
外
に
あ
ふ
れ
出
た
も
の
は
、
つ

い
に
乱
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
［
六
経
は
い
ず
れ
も
伝
統
的
な

職
掌
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、『
易
』
は
太
卜
に
管
理
さ
れ
、『
詩
』
は
太
師

の
も
と
に
あ
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
］。書
物
が
世
の
中
に
散
ら
ば
っ

て
し
ま
い
、
総
べ
お
さ
め
る
も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、

目
録
分
類
の
法
が
起
こ
り
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
こ

と
は
、
ま
た
趨
勢
に
お
い
て
止
め
よ
う
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
目
録
が
編
纂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、

学
者
た
ち
は
目
録
を
書
物
の
部
数
、
篇
数
を
記
録
し
帳
簿
を
作

成
す
る
だ
け
の
も
の
と
み
な
す
な
か
で
、
積
極
的
に
同
文
為
治

を
推
究
し
つ
つ
、
六
典
に
お
け
る
務
め
る
べ
き
官
職
の
名
残
り

を
保
存
し
て
い
た
の
は
、
わ
ず
か
に
劉
向
と
劉
歆
が
著
し
た

『
七
略
』、『
別
録
』
と
い
う
書
物
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
二

劉
は
、
九
流
に
分
別
し
て
、
諸
子
を
論
じ
整
理
す
る
に
は
、
古
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い
時
代
は
某
官
職
の
職
掌
か
ら
出
て
、
そ
れ
が
流
れ
て
某
家
の

学
術
と
な
り
、
元
の
意
義
が
失
わ
れ
て
何
事
か
の
弊
害
が
あ
る

と
必
ず
指
摘
し
、
並
べ
述
べ
て
追
求
し
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
誤

り
を
正
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
学
ぶ
者
た
ち
は
ま
こ

と
に
流
れ
に
従
い
源
に
遡
る
こ
と
が
で
き
、
医
卜
数
術
、
妄
言

邪
説
で
あ
っ
て
も
、
皆
立
ち
戻
っ
て
大
道
に
通
じ
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
そ
う
し
た
学
説
を
治
め
る
者
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て

自
身
の
力
の
至
る
と
こ
ろ
と
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
を
審
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
官
職
が
学
問
を
保
守
す
れ
ば
、
流

れ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
し
、
方
向
性
が
あ
れ
ば
、
分
か
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
な
い
。
言
語
文
章
が
、
皆
職
能
が
果
た
さ
れ
て

い
る
状
態
へ
と
回
帰
す
れ
ば
、
か
つ
て
の
師
法
が
復
活
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ
し
て
古
学
が
興
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
ま
っ
た
く

盛
ん
な
こ
と
で
は
な
い
か
。

韓
愈
は
、「
古
書
の
正
偽
を
明
ら
か
に
す
る
、
は
っ
き
り
と

黒
と
白
と
が
分
別
さ
れ
る
よ
う
に
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
孟
子

は
、「
偏
っ
た
言
葉
か
ら
は
蔽
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
わ
か
り
、

で
た
ら
め
な
言
葉
か
ら
は
そ
の
陥
っ
て
る
と
こ
ろ
が
わ
か
り
、

邪
な
言
葉
か
ら
は
そ
の
外
れ
た
と
こ
ろ
が
わ
か
り
、
言
い
逃
れ

の
言
葉
か
ら
は
行
き
詰
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
わ
か
る
」
と
述
べ
た
。

そ
し
て
、
孔
子
は
、「
た
く
さ
ん
聞
い
て
、
良
い
も
の
を
選
ん

で
そ
れ
に
従
う
」
と
述
べ
た
。
い
っ
た
い
古
書
の
正
偽
を
分
別

し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
知
言
に
近
づ
き
、
多
聞
択
善
に
近
づ
こ

う
と
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
や
官
職
の
守
り
伝
え
た
伝
統
に
深
く

明
ら
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
し
て
後
に
流
別
の
わ
け
を

知
悉
し
、
末
流
の
欠
点
に
ま
で
理
解
及
ぼ
せ
る
の
で
あ
り
、
そ

れ
ゆ
え
に
劉
氏
の
目
録
が
、
学
術
の
流
伝
に
お
け
る
断
続
を
理

解
す
る
た
め
の
機
微
と
な
る
の
で
あ
る
。
官
師
の
職
掌
を
究
め

る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
流
別
の
わ
け
を
並
べ
あ
げ
る
こ
と

は
で
き
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
末
流
の
欠
点
を
理
解
で
き
ず
、
天

下
の
学
術
は
、
尊
び
手
本
と
す
る
も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

「
心
に
生
ま
れ
政
に
表
れ
、
政
を
行
い
弊
害
が
起
こ
る
」
と
い

う
孟
子
の
発
言
は
断
固
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
収

集
家
の
よ
う
な
徒
は
、
広
く
捜
集
す
る
才
能
ば
か
り
を
発
揮
し
、

隠
れ
た
意
味
を
追
求
す
る
功
績
も
、
狭
く
て
偏
っ
た
見
解
を

誇
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
そ
う
し
て
目
録
書
に
拘
泥
し
て

い
て
は
、
校
讎
の
事
業
が
、
ど
う
し
て
文
事
に
裨
益
を
も
た
ら

す
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
、
あ
あ
、
惑
え
る
こ
と
で
あ
る
。
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【
訳
注
】

［
一
］『
和
州
志
』
は
、
乾
隆
三
十
八
（
一
七
七
三
）
年
、
章
学
誠
が
直

隸
和
州
知
州
劉
長
城
に
招
聘
さ
れ
着
手
し
た
。
翌
年
四
十
二
篇
が
成

書
し
、
更
に
『
和
州
文
徴
』
八
巻
を
編
纂
し
、
安
徽
学
政
の
秦
潮
に

上
書
し
た
と
こ
ろ
、
意
見
が
折
り
合
わ
ず
、
結
局
刊
刻
は
頓
挫
し
た
。

そ
の
後
、
自
ら
整
理
し
て
二
十
篇
と
し
、『
志
隅
』
と
名
付
け
た
。

本
序
例
は
、『
志
隅
』
中
の
「
藝
文
書
」
全
六
節
の
う
ち
の
前
五
節

に
あ
た
る
。『
志
隅
』（
嘉
業
堂
本
『
章
学
誠
遺
書
』）
中
で
は
、
第

一
節
末
に
「
右
原
道
」、
第
二
節
末
に
「
右
明
時
」、
第
三
節
末
に

「
右
復
古
」、
第
四
節
末
に
「
右
家
法
」、
第
五
節
末
に
「
右
例
志
」

と
あ
る
が
、
大
梁
本
『
文
史
通
義
』
に
「
和
州
志
藝
文
書
序
例
」
一

篇
と
し
て
収
録
さ
れ
た
際
に
は
省
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
も
と
の

『
志
隅
』
で
は
第
六
節
が
、「
輯
略
」
と
し
て
続
き
、
実
際
に
章
学
誠

が
立
て
た
分
類
に
基
づ
い
て
図
書
を
著
録
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

類
に
対
す
る
認
識
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
訳
注
で
は
、
上
記
の
分

節
に
し
た
が
っ
て
第
五
節
ま
で
を
「
和
州
藝
文
書
序
例
」
と
し
て
訳

注
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
ま
た
各
節
に
も
と
の
『
志
隅
』
に
記
さ
れ

て
い
る
標
題
を
参
考
と
し
て
示
し
た
。『
志
隅
』
自
序
に
は
、「
乾
隆

三
十
九
年
季
夏
之
月
」
と
紀
年
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
従
え
ば
、

『
校
讎
通
義
』
が
成
書
す
る
乾
隆
四
十
四
年
の
五
年
前
に
整
理
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
内
容
も
『
校
讎
通
義
』
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

王
重
民
氏
は
、『
校
讎
通
義
』
原
道
篇
、
宗
劉
篇
、
互
著
篇
、
別
裁

篇
の
四
篇
の
初
稿
と
見
な
し
て
い
る
。

［
二
］
繋
辞
伝
下
。
こ
の
一
節
は
『
校
讎
通
義
』
原
道
篇
の
冒
頭
に
も

引
か
れ
て
い
る
。

［
三
］
官
師
は
、
一
般
に
は
百
官
、
ま
た
そ
の
長
。
た
だ
し
、
治
教
合

一
を
説
く
章
学
誠
の
文
脈
で
は
、「
官
（
役
人
）」
は
「
師
（
教
師
）」

で
も
あ
り
、
両
者
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
。
掌
故
は
、
し
き
た

り
、
故
実
、
職
掌
。
ま
た
、
そ
れ
を
掌
る
官
職
。「
即
器
而
明
道
」

（
答
客
問
上
）
の
立
場
か
ら
、
章
学
誠
は
し
ば
し
ば
掌
故
の
重
要
性

を
説
い
て
い
る
。

　
　

道
藝
に
つ
い
て
、『
文
史
通
義
』
原
道
上
に
「
天
地
生
人
、
斯
有

道
矣
、
而
未
形
也
、
三
人
居
室
、
而
道
形
矣
、
猶
未
著
也
。
人
有
什

伍
、
而
至
百
千
、
一
室
所
不
能
容
、
部
別
班
分
而
道
著
矣
。」
と
あ

る
よ
う
に
、
章
学
誠
に
お
け
る
「
道
」
は
治
道
で
あ
っ
た
が
、
道
そ

の
も
の
は
不
可
知
で
あ
り
、
認
識
で
き
る
の
は
「
道
の
故
（
あ
と
）」

（
同
上
）
に
過
ぎ
ず
、「
即
器
而
明
道
」（
答
客
問
上
）
と
い
う
よ
う

に
、
道
は
器
た
る
諸
制
度
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
る
と
さ
れ
て
い
た
。

原
文
の
「
道
藝
於
此
焉
勢
斉
」
と
は
、
先
王
の
政
典
と
し
て
、
官
師

合
一
の
理
想
状
況
を
現
出
し
た
（
遺
制
で
あ
る
）
六
藝
は
当
時
道
を
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過
不
足
な
く
体
現
し
て
い
た
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

同
文
為
治
は
、『
礼
記
』
中
庸
篇
に
も
と
づ
き
、
同
じ
文
字
に
よ
っ

て
政
治
が
行
わ
れ
る
こ
と
。
世
の
中
が
正
し
く
統
一
さ
れ
て
い
る
状

態
を
指
す
。
章
学
誠
の
常
套
句
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、『
文
史
通
義
』

詩
教
中
に
、「
古
未
嘗
有
著
述
之
事
也
、
官
師
守
其
典
章
、
史
臣
録

其
職
載
。
文
字
之
道
、
百
官
以
之
治
、
而
万
民
以
之
察
、
而
其
用
已

備
矣
。
是
故
聖
王
書
同
文
以
平
天
下
、
未
有
不
用
之
於
政
教
典
章
、

而
以
文
字
為
一
人
之
著
述
者
也
。」
と
あ
り
、
ま
た
、『
校
讎
通
義
』

原
道
篇
に
も
、「
官
守
学
業
皆
出
於
一
、
而
天
下
以
同
文
為
治
、
故

私
門
無
著
述
文
字
。
私
門
無
著
述
文
字
、
則
官
守
之
分
職
、
即
群
書

之
部
次
、
不
復
別
有
著
録
之
法
也
。」
と
み
え
る
。

［
四
］
周
官
六
篇
は
、『
周
礼
』
の
天
官
、
地
官
、
春
官
、
夏
官
、
秋
官
、

冬
官
の
六
篇
の
こ
と
。
周
の
六
卿
、
即
ち
太
宰
、
大
司
徒
、
大
宗
伯
、

大
司
馬
、
大
司
寇
に
対
応
し
て
い
る
。
六
卿
に
は
ま
た
ぞ
れ
ぞ
れ
六

十
の
官
職
が
属
す
る
の
で
、
周
官
三
百
六
十
な
ど
と
称
さ
れ
る
。
書

教
上
に
「『
周
官
』
三
百
六
十
、
具
天
下
之
繊
析
矣
、
然
法
具
於
官
、

而
官
守
其
書
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
校
讎
通
義
』
原
道
篇
一
之
二
云
、

「
後
世
文
字
、
必
溯
源
於
六
藝
。
六
藝
非
孔
氏
之
書
、
乃
『
周
官
』

之
旧
典
也
。『
易
』
掌
太
ト
、『
書
』
蔵
外
史
、『
礼
』
在
宗
伯
、『
楽
』

隷
司
楽
、『
詩
』
領
於
太
師
、『
春
秋
』
存
乎
国
史
。」『
周
礼
』
は
、

六
芸
略
礼
類
に
「
周
官
経
六
篇
」
と
し
て
著
録
さ
れ
、
班
固
注
に

「
王
莽
時
劉
歆
置
博
士
。」
と
あ
る
。

　
　

師
法
は
、
教
師
の
伝
授
す
る
学
術
。
柱
下
は
、
蔵
書
室
。『
史
記
』

老
子
伝
に
「
老
子
者
、
楚
苦
県
厲
郷
曲
仁
里
人
也
、
姓
李
氏
、
名
耳
、

字
聃
、
周
守
蔵
室
之
史
也
。」
と
見
え
、
司
馬
貞
索
隠
に
「
按
、
蔵

室
史
、
周
蔵
書
室
之
史
也
。
又
張
蒼
伝
『
老
子
為
柱
下
史
』、
蓋
即

蔵
室
之
柱
下
、
因
以
為
官
名
。」
と
言
う
。
ま
た
、
孔
子
が
老
子
に

面
会
し
た
と
い
う
伝
承
は
、『
史
記
』
老
子
伝
な
ど
に
言
え
る
。

［
五
］「
三
代
」
に
つ
い
て
、
章
学
誠
は
三
代
以
前
と
、
そ
の
後
を
学
問
、

学
術
の
転
換
期
と
見
な
し
て
い
る
。『
文
史
通
義
』
経
解
上
に
「
三

代
之
衰
、
治
教
既
分
。」、
史
釈
に
「
学
者
崇
奉
六
経
、
以
謂
聖
人
立

言
以
垂
教
、
不
知
三
代
盛
時
、
各
守
専
官
之
掌
故
、
而
非
聖
人
有
意

作
為
文
章
也
。」、
ま
た
、「
以
吏
為
師
、
三
代
之
旧
法
也
。
秦
人
之

悖
於
古
者
、
禁
『
詩
』、『
書
』
而
僅
以
法
律
為
師
耳
。
三
代
盛
時
、

天
下
之
学
、
無
不
以
吏
為
師
。『
周
官
』
三
百
六
十
、
天
人
之
学
備

矣
。
其
守
官
挙
職
、
而
不
墜
天
工
者
、
皆
天
下
之
師
資
也
。
東
周
以

還
、
君
師
政
教
不
合
於
一
、
於
是
人
之
学
術
、
不
尽
出
於
官
司
之
典

守
。
秦
人
以
吏
為
師
、
始
復
古
制
。
而
人
乃
狃
於
所
習
、
転
以
秦
人

為
非
耳
。
秦
之
悖
於
古
者
多
矣
、
猶
有
合
於
古
者
、
以
吏
為
師
也
。」

な
ど
と
述
べ
る
。
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［
六
］
三
代
以
前
ま
で
合
一
で
あ
っ
た
「
官
師
」
の
分
裂
を
述
べ
る
。

『
文
史
通
義
』
原
学
下
に
も
「
諸
子
百
家
之
患
、
起
於
思
而
不
学
、

世
儒
之
患
、
起
於
学
而
不
思
、
蓋
官
師
分
而
学
不
同
於
古
人
也
。」

と
述
べ
る
。
原
注
の
太
卜
と
太
師
に
つ
い
て
、『
周
礼
』
春
官
大
卜

に
「
大
卜
…
…
掌
三
易
之
灋
。
一
曰
連
山
、
二
曰
帰
蔵
、
三
曰
周

易
。」、
ま
た
春
官
大
師
に
「
大
師
…
…
教
六
詩
。
曰
風
、
曰
賦
、
曰

比
、
曰
興
、
曰
雅
、
曰
頌
。」
と
見
え
る
。

［
七
］
六
典
は
、
周
代
に
お
け
る
治
国
の
た
め
の
六
種
の
国
法
。『
周
礼
』

天
官
大
宰
に
「
大
宰
之
職
、
掌
建
邦
之
六
典
、
以
佐
王
治
邦
国
」
と

あ
る
。
識
職
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
別
を
わ
き
ま
え
て
職
能
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
。「
為
畢
秋
帆
制
府
撰
常
徳
府
志
序
」
に
「
凡
此
区
分

類
別
、
所
以
辨
明
識
職
、
帰
於
体
要
。」
と
述
べ
、
ま
た
、『
校
讎
通

義
』
補
校
漢
藝
文
志
に
も
「
天
文
則
宜
夜
・
周
髀
・
渾
天
諸
家
、
下

逮
安
天
之
論
、
談
天
之
説
、
或
正
或
奇
、
条
而
列
之
、
辨
明
識
職
、

所
謂
道
也
。」
と
述
べ
る
。

［
八
］『
漢
書
』
叙
伝
下
に
「
劉
向
司
籍
、
九
流
以
別
。」
と
あ
り
、
顔

師
古
は
応
劭
注
を
引
い
て
「
儒
、
道
、
陰
、
陽
、
法
、
名
、
墨
、
縦

横
、
雑
、
農
、
凡
九
家
。」
と
言
う
。
曲
藝
は
、
医
卜
な
ど
の
様
々

な
技
術
技
能
。『
礼
記
』
文
王
世
子
に
「
曲
藝
皆
誓
之
。」
と
あ
り
、

孔
穎
達
の
疏
に
「
曲
藝
謂
小
小
技
術
、
若
医
卜
之
属
也
。」
と
言
う
。

少
数
は
、
術
数
。『
漢
書
』
藝
文
志
に
陰
陽
家
を
述
べ
て
「
及
拘
者

為
之
、
則
牽
於
禁
忌
、
泥
於
小
数
、
舎
人
事
而
任
鬼
神
。」
と
言
う
。

詖
辞
は
、
妄
言
。『
孟
子
』
公
孫
丑
上
に
「
何
謂
知
言
。
曰
、
詖
辞

知
其
所
蔽
、
淫
辞
知
其
所
陥
、
邪
辞
知
其
所
離
、
遁
辞
知
其
所
窮
。

生
於
其
心
、
害
於
其
政
、
発
於
其
政
、
害
於
其
事
、
聖
人
復
起
、
必

従
吾
言
矣
。」
と
見
え
る
。

［
九
］「
答
李
翊
書
」
に
「
学
之
二
十
餘
年
矣
。
始
者
、
非
三
代
両
漢
之

書
不
敢
観
、
非
聖
人
之
志
不
敢
存
。
処
若
忘
、
行
若
遺
、
儼
乎
其
若

思
、
茫
乎
其
若
迷
。
當
其
取
於
心
而
注
於
手
也
、
惟
陳
言
之
務
去
、

戛
戛
乎
其
難
哉
。
其
観
於
人
、
不
知
其
非
笑
之
爲
非
笑
也
。
如
是
者

亦
有
年
、
猶
不
改
。
然
後
識
古
書
之
正
偽
、
与
雖
正
而
不
至
焉
者
、

昭
昭
然
白
黑
分
矣
、
而
務
去
之
、
乃
徐
有
得
也
。」
と
見
え
る
。

［
一
〇
］『
孟
子
』
公
孫
丑
上
。
注
九
を
参
照
。

［
一
一
］『
論
語
』
述
而
篇

［
一
二
］『
孟
子
』
公
孫
丑
上
。
注
九
を
参
照
。

第
二
節
（
明
時
）

【
原
文
】

六
典
亡
而
為
『
七
略
』、
是
官
失
其
守
也
。『
七
略
』
亡
而
為

四
部
、
是
師
失
其
伝
也
。
周
官
之
籍
富
矣
、
保
章
天
文
、
職
方
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地
理
、
虞
衡
理
物
、
巫
祝
交
神
、
各
守
成
書
以
布
治
法
、
即
各

精
其
業
以
伝
学
術
、
不
特
師
氏
、
保
氏
所
謂
六
藝
『
詩
』、『
書
』

之
文
也
。［
一
］「
司
空
」
篇
亡
、
劉
歆
取
「
考
工
記
」
補
之
。［
二
］

非
補
之
也
、
考
工
当
為
司
空
官
属
［
三
］、
其
所
謂
「
記
」、
即
冬

官
之
典
籍
、
猶
『
儀
礼
』
十
七
篇
、
為
春
官
之
典
籍
、『
司
馬

法
』
百
五
十
篇
、
為
夏
官
之
典
籍
、
皆
幸
而
獲
伝
後
世
者
也
。

［
四
］
当
日
典
籍
具
存
、
而
三
百
六
十
之
篇
、
即
以
官
秩
為
之
部

次
、
文
章
安
得
散
也
。

衰
周
而
後
、
官
制
不
行
、
而
書
籍
散
亡
、
千
百
之
中
、
存
十

一
矣
。
就
十
一
之
僅
存
、
而
欲
復
三
百
六
十
之
部
次
、
非
鑿
則

漏
、
勢
有
難
行
、
故
不
得
已
而
裁
為
『
七
略
』
爾
。
其
云
蓋
出

古
者
某
官
之
掌
。
蓋
之
為
言
、
猶
疑
辞
也
。
欲
人
深
思
、
而
曠

然
自
得
於
官
師
掌
故
之
原
也
。
故
曰
六
典
亡
而
為
『
七
略
』、

官
失
其
守
也
。
雖
然
、
官
師
失
業
、
処
士
著
書
、
雖
曰
法
無
統

紀
、
要
其
本
旨
、
皆
欲
推
其
所
学
、
可
以
見
於
当
世
施
行
。
其

文
雖
連
綴
、
而
指
趨
可
約
也
、
其
説
雖
譎
詭
、
而
駁
雑
不
出
也
。

［
五
］
故
老
荘
、
申
韓
、
名
墨
、
縦
橫
、
漢
初
諸
儒
猶
有
治
其
業

者
、
是
師
伝
未
失
之
明
験
也
。
師
伝
未
亡
、
則
文
字
必
有
所
本
。

凡
有
所
本
、
無
不
出
於
古
人
官
守
、
劉
氏
所
以
易
於
条
其
別
也
。

魏
晋
之
間
、
専
門
之
学
漸
亡
、
文
章
之
士
、
以
著
作
為
栄
華
、

詩
賦
、
章
表
、
銘
箴
、
頌
誄
、
因
事
結
構
、
命
意
各
殊
、
其
旨

非
儒
非
墨
、
其
言
時
離
時
合
、
裒
而
次
之
、
謂
之
文
集
。
流
別

之
不
可
分
者
一
也
。［
六
］
文
章
無
本
、
斯
求
助
於
詞
采
、
纂
組

経
伝
、
摘
抉
子
史
、
譬
医
師
之
聚
毒
、
以
待
応
時
取
給
、
選
青

妃
紫
、
不
主
一
家
、
謂
之
類
書
。
流
別
之
不
可
分
者
二
也
。［
七
］

学
術
既
無
専
門
、
斯
読
書
不
能
精
一
、
刪
略
諸
家
、
取
便
省
覧
。

其
始
不
過
備
一
時
之
捷
給
、
未
嘗
有
意
留
青
、
継
乃
積
漸
相
沿
、

後
学
伝
為
津
逮
、
分
之
則
其
本
書
具
在
、
合
之
則
非
一
家
之
言
、

紛
然
雑
出
、
謂
之
書
鈔
。
流
別
之
不
可
分
者
三
也
。［
八
］
会
心

不
足
、
求
之
文
貌
、
指
摘
句
調
工
拙
、
品
節
宮
商
抑
揚
、
俗
師

小
儒
、
奉
為
模
楷
、
裁
節
経
伝
、
摘
比
詞
章
、
一
例
丹
鉛
、
謂

之
評
選
。
流
別
之
不
可
分
者
四
也
。［
九
］

凡
此
四
者
、
並
由
師
法
不
立
、
学
無
専
門
、
末
俗
支
離
、
不

知
古
人
大
体
、
下
流
所
趨
、
実
繁
且
熾
、
其
書
既
不
能
悉
付
丙

丁
、
惟
有
強
編
甲
乙
。
而
欲
執
『
七
略
』
之
旧
法
、
部
末
世
之

文
章
、
比
於
枘
鑿
方
円
、
豈
能
有
合
。
故
曰
『
七
略
』
流
而
為

四
部
、
是
師
失
其
伝
也
。
若
謂
史
籍
浩
繁
、『
春
秋
』
附
庸
、

蔚
成
大
国
［『
七
略
』
以
太
史
公
列
春
秋
家
、
至
二
十
一
史
、
不
得
不
別
立

史
部
］、
名
墨
寥
落
、
小
宗
支
別
、
再
世
失
伝
［
名
家
者
流
、
墨
家

者
流
、
寥
寥
数
家
者
、
後
代
不
復
有
其
書
矣
］、
以
謂
『
七
略
』
之
勢
、
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不
得
不
変
而
為
四
部
、
是
又
浅
之
乎
論
著
録
之
道
者
矣
。［
一
〇
］

【
訓
読
文
】

六
典
亡
び
て
『
七
略
』
を
為
す
は
、
是
れ
官
の
其
の
守
を
失

え
ば
な
り
。『
七
略
』
亡
び
て
四
部
を
為
す
は
、
是
れ
師
の
其

の
伝
を
失
え
ば
な
り
。
周
官
の
籍
富
み
、
保
章
の
天
文
、
職
方

の
地
理
、
虞
衡
の
物
を
理
め
、
巫
祝
の
神
に
交
わ
り
、
各
ゝ
成

書
を
守
り
て
以
て
治
法
を
布
き
、
即
ち
各
ゝ
其
の
業
に
精
た
り

て
以
て
学
術
を
伝
う
、
特
だ
師
氏
、
保
氏
の
所
謂
六
芸
『
詩
』、

『
書
』
の
文
の
み
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。「
司
空
」
篇
亡
び
、
劉
歆

「
考
工
記
」
を
取
り
て
之
を
補
う
。
之
を
補
う
に
非
ざ
る
な
り
、

考
工
は
当
に
司
空
の
官
属
為
る
べ
し
、
其
の
謂
う
所
の
「
記
」

は
、
即
ち
冬
官
の
典
籍
な
り
、
猶
お
『
儀
礼
』
十
七
篇
は
、
春

官
の
典
籍
為
り
、『
司
馬
法
』
百
五
十
篇
は
、
夏
官
の
典
籍
為

る
が
ご
と
く
、
皆
幸
い
に
し
て
後
世
に
伝
う
る
を
獲
る
者
な
り
。

当
日
の
典
籍
具
さ
に
存
し
、
而
し
て
三
百
六
十
の
篇
は
、
即
ち

官
秩
を
以
て
之
が
為
に
部
次
す
れ
ば
、
文
章
安
ん
ぞ
散
ず
る
を

得
ん
や
。

衰
周
よ
り
後
、
官
制
行
わ
れ
ず
、
而
し
て
書
籍
散
亡
し
、
千

百
の
中
、
十
一
を
存
す
。
十
一
の
僅
か
に
存
す
る
に
就
き
て
、

三
百
六
十
の
部
次
を
復
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
鑿
つ
に
非
ざ
れ
ば

則
ち
漏
れ
、
勢
と
し
て
行
い
難
き
有
り
、
故
に
已
む
を
得
ず
し

て
裁
ち
て
『
七
略
』
を
為
す
の
み
。
其
の
「
蓋
し
古
は
某
官
の

掌
に
出
づ
」
と
云
う
。
蓋
の
言
為
る
や
、
猶
疑
の
辞
な
り
。
人

を
し
て
深
く
思
い
、
而
し
て
曠
然
と
し
て
自
ら
官
師
掌
故
の
原

を
得
さ
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
故
に
曰
わ
く
、
六
典
亡
び
て

『
七
略
』
を
為
す
は
、
官
其
の
守
を
失
え
ば
な
り
、
と
。
然
り

と
雖
も
、
官
師
業
を
失
い
て
、
処
士
書
を
著
せ
ば
、
法
に
統
紀

無
し
と
曰
う
と
雖
も
、
其
の
本
旨
を
要
め
、
皆
其
の
学
ぶ
所
を

推
さ
ん
と
欲
し
、
以
て
当
世
の
施
行
に
見
る
可
し
。
其
の
文
連

綴
す
と
雖
も
、
指
趨
約
す
可
き
な
り
、
其
の
説
譎
詭
と
雖
も
、

而
る
に
駁
雑
出
で
ざ
る
な
り
。
故
に
老
荘
、
申
韓
、
名
墨
、
縦

横
、
漢
初
諸
儒
に
猶
お
其
の
業
を
治
む
る
者
有
り
、
是
れ
師
伝

の
未
だ
之
を
失
わ
ざ
る
の
明
験
な
り
。
師
伝
未
だ
亡
ば
ざ
れ
ば
、

則
ち
文
字
必
ず
本
づ
く
所
有
り
。
凡
て
本
づ
く
所
有
れ
ば
、
古

人
の
官
守
に
出
で
ざ
る
無
く
、
劉
氏
其
の
別
を
条
す
る
に
易
き

所
以
な
り
。

魏
晋
の
間
、
専
門
の
学
漸
く
亡
び
、
文
章
の
士
、
著
作
を
以

て
栄
華
と
為
し
、
詩
賦
、
章
表
、
銘
箴
、
頌
誄
、
事
に
因
り
て

結
構
し
、
意
に
命
じ
て
各
ゝ
殊
な
り
、
其
の
旨
儒
に
非
ず
墨
に

章学誠校讎学論文訳注（一）「和州志藝文書序例」（上）

（44）

－111－



も
非
ず
、
其
の
言
時
に
離
れ
時
に
合
し
、
裒
め
て
之
を
次
し
、

之
を
文
集
と
謂
う
。
流
別
の
分
か
つ
可
か
ら
ざ
る
者
の
一
な
り
。

文
章
に
本
無
く
、
斯
れ
求
め
て
詞
采
を
助
け
、
経
伝
を
纂
組
し
、

子
史
を
摘
抉
し
、
譬
え
ば
医
師
の
毒
を
聚
め
て
、
以
て
待
ち
て

時
に
応
じ
て
取
給
す
る
が
ご
と
く
、
青
を
選
び
て
紫
を
妃
し
、

一
家
に
主
た
ら
ず
、
之
を
類
書
と
謂
う
。
流
別
の
分
か
つ
可
か

ら
ざ
る
者
の
二
な
り
。
学
術
に
既
に
専
門
無
け
れ
ば
、
斯
ち
書

を
読
み
て
一
に
精
た
る
能
わ
ず
、
諸
家
を
刪
略
し
、
便
を
省
覧

に
取
る
。
其
の
始
め
は
一
時
の
捷
給
を
備
う
る
に
過
ぎ
ず
、
未

だ
嘗
て
意
の
青
に
留
む
る
有
ら
ざ
る
も
、
継
ぎ
て
乃
ち
積
み
て

漸
く
相
沿
い
、
後
学
伝
え
て
津
逮
と
為
し
、
之
を
分
か
て
ば
則

ち
其
の
本
書
具
さ
に
在
り
、
之
を
合
せ
ば
則
ち
一
家
の
言
に
非

ず
、
紛
然
と
し
て
雑
出
す
、
之
を
書
鈔
と
謂
う
。
流
別
の
分
か

つ
可
か
ら
ざ
る
者
の
三
な
り
。
心
に
会
う
こ
と
足
ら
ず
、
之
を

文
貌
に
求
め
、
句
調
の
工
拙
を
指
摘
し
、
宮
商
の
抑
揚
を
品
節

し
、
俗
師
小
儒
、
奉
り
て
模
楷
と
為
し
、
経
伝
を
裁
節
し
、
摘

り
て
詞
章
を
比
し
、
一
に
丹
鉛
を
例
と
し
、
之
を
評
選
と
謂
う
。

流
別
の
分
か
つ
可
か
ら
ざ
る
者
の
四
な
り
。

凡
て
此
の
四
は
、
並
び
に
師
法
に
由
り
て
立
た
ず
、
学
に
専

門
無
く
、
末
俗
支
離
、
古
人
の
大
体
を
知
ら
ず
、
下
流
の
趨
る

所
、
実
に
繁
に
し
て
且
つ
熾
な
り
、
其
の
書
既
に
悉
く
丙
丁
に

付
す
る
能
わ
ず
、
惟
だ
強
い
て
甲
乙
を
編
む
有
る
の
み
。
而
る

に
『
七
略
』
の
旧
法
を
執
り
て
、
末
世
の
文
章
を
部
せ
ん
と
欲

す
る
は
、
枘
鑿
方
円
に
比
せ
ら
れ
、
豈
に
能
く
合
す
る
有
ら
ん

や
。
故
に
曰
わ
く
、『
七
略
』
流
れ
て
四
部
と
為
る
は
、
是
れ

師
の
其
の
伝
を
失
え
ば
な
り
、
と
。
若
し
史
籍
浩
繁
、『
春
秋
』

の
附
庸
、
蔚
と
し
て
大
国
と
成
る
［『
七
略
』
太
史
公
を
以
て
春
秋
家

に
列
し
、
二
十
一
史
に
至
り
て
、
別
に
史
部
を
立
て
ざ
る
を
得
ず
］、
名
墨

寥
落
し
て
、
小
宗
支
別
、
再
世
伝
を
失
う
と
謂
い
［
名
家
者
流
、

墨
家
者
流
は
、
寥
寥
と
し
て
数
家
あ
る
の
み
、
後
代
復
た
其
の
書
有
ら
ざ
る
な

り
］、
以
て
『
七
略
』
の
勢
、
変
ぜ
ざ
る
を
得
ず
し
て
四
部
と

為
る
と
謂
う
は
、
是
れ
又
た
之
を
著
録
の
道
を
論
ず
る
に
浅
き

者
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

周
の
六
典
が
行
わ
れ
な
く
な
り
『
七
略
』
が
作
ら
れ
た
の
は
、

百
官
が
そ
の
保
守
す
べ
き
職
能
を
失
っ
た
た
め
で
あ
る
。『
七

略
』
の
六
部
分
類
が
行
わ
れ
な
く
な
り
四
部
分
類
が
形
成
さ
れ

た
の
は
、
教
師
に
よ
る
伝
承
が
失
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
周
官

に
お
い
て
保
守
さ
れ
て
い
た
書
籍
は
豊
富
で
あ
り
、
保
章
氏
は
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天
文
を
掌
り
、
職
方
氏
は
地
理
を
掌
り
、
虞
衡
は
山
沢
の
産
物

を
治
め
、
巫
祝
は
神
霊
と
の
交
感
を
掌
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が

一
部
の
書
物
を
守
っ
て
民
を
治
め
る
法
を
行
き
渡
ら
せ
、
つ
ま

り
は
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
職
業
を
審
ら
か
に
す
る
こ
と
で
学
術
を

伝
承
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
た
だ
師
氏
や
保
氏
の
所

謂
六
藝
『
詩
』、『
書
』
の
文
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、『
周
礼
』
に
も
と
も
と
あ
っ
た
「
司
空
」
篇
が
散
逸
し
、

劉
歆
は
「
考
工
記
」
を
取
り
あ
げ
て
そ
の
闕
を
補
っ
た
と
言
わ

れ
る
が
、
補
っ
た
の
で
は
な
く
、
考
工
は
司
空
の
属
官
で
あ
り
、

「
考
工
記
」
の
言
う
「
記
」
と
は
、
冬
官
の
保
守
す
る
典
籍
な

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
儀
礼
』
十
七
篇
が
春
官
の
典
籍
で
あ
り
、

『
司
馬
法
』
百
五
十
篇
が
夏
官
の
典
籍
で
あ
る
よ
う
な
も
の
で
、

い
ず
れ
も
幸
い
に
後
世
に
伝
承
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
当

時
典
籍
は
欠
け
る
こ
と
な
く
存
し
て
お
り
、『
周
礼
』
に
記
さ

れ
る
三
百
六
十
官
が
保
守
し
た
三
百
六
十
篇
は
、
そ
の
ま
ま
官

職
に
従
っ
て
分
類
さ
れ
て
お
り
、
文
章
は
散
逸
し
よ
う
が
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
周
が
衰
亡
し
て
後
、
官
制
が
行
わ
れ
ず
、

書
籍
も
散
逸
し
、
千
百
の
中
、
十
一
を
残
す
程
度
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
わ
ず
か
に
残
っ
た
十
や
一
に
基
づ
い
て
、
三
百
六
十

の
分
類
を
復
元
し
よ
う
に
も
、
憶
測
を
た
く
ま
し
く
し
な
い
と

遺
漏
が
で
て
し
ま
い
、
い
き
お
い
行
い
難
く
、
そ
こ
で
や
む
を

得
ず
『
七
略
』
が
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。『
七
略
』
で
は

「
蓋
し
古
は
某
官
の
職
掌
か
ら
出
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

「
蓋
」
の
語
は
、
推
測
の
辞
で
あ
る
。
読
む
人
に
よ
く
考
え
さ

せ
、
広
く
官
師
掌
故
の
源
を
理
解
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
、「
六
典
が
な
く
な
り
『
七
略
』
が
作
ら
れ
た

の
は
、
百
官
が
そ
の
保
守
す
べ
き
職
能
を
失
っ
た
た
め
で
あ

る
」、
と
言
う
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
官
師
が
職
掌
を
失

な
っ
て
、
処
士
と
し
て
書
物
を
著
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、

法
に
お
い
て
綱
紀
が
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
本
旨
を
要
す

る
に
、
い
ず
れ
も
学
ん
だ
と
こ
ろ
を
推
し
す
す
め
よ
う
と
し
て

お
り
、
そ
の
こ
と
は
当
時
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
彼
ら
の
文
章
は
自
ら
著
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

主
旨
は
も
と
の
学
術
を
承
け
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

彼
ら
の
説
に
は
あ
や
し
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
入
り

混
じ
り
純
粋
さ
を
欠
い
た
も
の
が
現
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

だ
か
ら
、
老
子
や
荘
子
の
道
家
、
申
不
害
や
韓
非
の
法
家
、
名

家
や
墨
家
、
縦
横
家
、
そ
し
て
漢
初
の
諸
々
の
学
者
な
ど
、
ま

だ
そ
の
学
業
を
治
め
る
者
た
ち
が
い
た
の
は
、（
官
府
か
ら
分

離
し
た
）
教
師
の
伝
承
が
な
お
失
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
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示
す
明
ら
か
な
証
拠
で
あ
る
。
そ
う
し
た
教
師
の
伝
承
が
な
お

失
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
文
章
に
は
必
ず
や
基
づ
く
と
こ
ろ
が

あ
る
も
の
で
、
お
し
な
べ
て
基
づ
く
こ
と
が
あ
れ
ば
、
古
人
が

保
守
し
て
い
た
官
職
か
ら
出
て
い
な
い
も
の
は
な
く
、
そ
う
で

あ
る
か
ら
劉
氏
は
そ
れ
ら
の
流
別
を
容
易
に
並
べ
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
魏
晋
の
間
に
な
る
と
、
専
門
の
学
問
が
次
第
に
失

わ
れ
、
文
章
家
た
ち
が
、
著
作
を
栄
誉
あ
る
も
の
と
み
な
す
よ

う
に
な
り
、
詩
賦
、
章
表
、
銘
箴
、
頌
誄
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
文
章
が
、
事
に
応
じ
て
書
か
れ
、
意
図
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
、
そ
う
し
て
著
さ
れ
た
文
章
の
内
容
は
儒
家
で
も
な
く
墨
家

で
も
な
く
、
分
離
し
た
り
接
近
し
た
り
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
を

集
め
て
並
べ
た
も
の
を
、
文
集
と
言
う
。
流
別
を
分
類
で
き
な

い
も
の
の
一
つ
目
で
あ
る
。
ま
た
、
文
章
に
根
本
が
な
く
、
敢

え
て
詩
文
の
文
彩
の
助
け
と
し
、
経
や
伝
を
集
め
、
諸
子
や
史

書
を
摘
録
し
、
喩
え
る
な
ら
ば
、
医
師
が
薬
を
集
め
持
ち
、
準

備
し
て
時
に
応
じ
て
与
え
る
よ
う
な
も
の
で
、
青
色
を
選
び
紫

色
を
配
す
る
よ
う
に
文
章
を
美
し
く
寄
せ
並
べ
、
一
家
言
を
持

た
な
い
も
の
を
、
類
書
と
言
う
。
流
別
を
分
類
で
き
な
い
も
の

の
二
つ
目
で
あ
る
。
ま
た
、
学
術
に
専
門
が
な
け
れ
ば
、
書
物

を
読
む
に
も
詳
細
、
専
一
に
な
れ
ず
、
諸
家
の
文
章
を
摘
録
し
、

閲
覧
の
手
間
を
省
く
便
を
図
っ
た
。
そ
の
始
ま
り
は
一
時
の
用

の
た
め
の
簡
便
な
備
え
に
過
ぎ
ず
、
書
物
と
し
て
残
し
伝
え
る

意
図
も
な
か
っ
た
が
、
継
が
れ
て
い
く
と
積
み
重
な
っ
て
次
第

に
慣
習
と
な
り
、
後
学
に
伝
承
さ
れ
て
手
引
き
と
見
な
さ
れ
、

分
け
て
み
る
と
そ
の
書
物
は
ひ
と
わ
た
り
揃
っ
て
お
り
、
し
か

し
、
合
わ
せ
る
と
一
家
言
を
な
し
て
は
お
ら
ず
、
入
り
混
じ
っ

て
雑
然
と
現
れ
て
い
る
も
の
、
こ
れ
を
書
鈔
と
言
う
。
流
別
を

分
類
で
き
な
い
も
の
の
三
つ
目
で
あ
る
。
充
分
に
心
に
適
わ
な

い
と
こ
ろ
を
、
文
章
の
表
現
に
求
め
、
句
調
の
工
拙
を
指
摘
し
、

音
調
の
抑
揚
を
品
定
め
し
、
浅
は
か
な
教
師
や
つ
ま
ら
な
い
学

者
ど
も
が
、
あ
り
が
た
が
っ
て
模
範
と
し
、
経
伝
を
切
り
取
り
、

詩
文
を
選
び
取
り
、
ひ
た
す
ら
丹
鉛
を
打
っ
て
い
く
も
の
、
こ

れ
を
評
選
と
言
う
。
流
別
を
分
類
で
き
な
い
も
の
の
四
つ
目
で

あ
る
。

す
べ
て
こ
の
四
つ
は
、
い
ず
れ
も
師
法
に
よ
っ
て
成
立
し
た

も
の
で
は
な
く
、
学
問
に
専
門
性
が
な
く
、
末
世
の
習
俗
の
枝

葉
末
節
で
あ
り
、
古
人
の
あ
ら
ま
し
を
理
解
し
て
い
な
い
の
で

あ
る
が
、
後
世
の
者
た
ち
が
挙
っ
て
赴
く
と
こ
ろ
と
な
り
、
実

に
多
く
編
ま
れ
盛
ん
に
読
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
は
す
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べ
て
分
類
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
、
た
だ
強
い
て
分

類
に
置
か
れ
て
い
る
。『
七
略
』
の
古
い
方
法
に
よ
っ
て
、
末

世
の
文
章
を
分
類
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
丸
い
ほ
ぞ
を
四
角
の

穴
に
入
れ
る
よ
う
な
も
の
で
、
う
ま
く
合
う
は
ず
が
な
い
。
だ

か
ら
、「『
七
略
』
の
六
部
分
類
が
流
れ
て
四
部
分
類
と
な
っ
た

の
は
、
教
師
に
よ
る
伝
承
が
失
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
」
と
言
う

の
で
あ
る
。
も
し
、
歴
史
に
関
す
る
書
籍
が
広
が
り
増
え
、
六

芸
略
で
は
春
秋
類
に
付
き
従
う
小
国
で
あ
っ
た
も
の
が
、
盛
ん

に
な
っ
て
大
国
と
な
っ
た
こ
と
［『
七
略
』
で
は
『
太
史
公
書
』
を
春

秋
家
に
並
べ
、
二
十
一
史
が
編
纂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
別
に
史
部
を
立
て

な
い
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
っ
た
］、
ま
た
名
家
や
墨
家
の
学
問
が
衰

え
、
そ
れ
を
継
い
だ
小
宗
支
別
も
、
も
は
や
世
に
伝
わ
ら
な
く

な
っ
た
こ
と
［
名
家
の
流
れ
、
墨
家
の
流
れ
は
、
も
の
寂
し
く
数
家
が
あ

る
ば
か
り
で
、
後
代
に
は
そ
の
流
れ
の
著
述
は
な
く
な
っ
た
］
を
述
べ
立

て
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
『
七
略
』
六
部
分
類
の
趨
勢
が
、
変
化

せ
ざ
る
を
得
ず
に
四
部
分
類
に
な
っ
た
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
ま
た
目
録
の
道
を
論
じ
る
こ
と
に
お
い
て
浅
は
か
と
い

う
も
の
で
は
な
い
か
。

【
訳
注
】

［
一
］
保
章
は
、
保
章
氏
。
宗
伯
の
属
官
で
、
天
文
を
掌
る
。『
周
礼
』

春
官
宗
伯
保
章
氏
に
「
保
章
氏
、
掌
天
星
、
以
志
星
辰
日
月
之
変
動
、

以
観
天
下
之
遷
、
辨
其
吉
凶
。」
と
あ
り
、
鄭
玄
は
「
志
、
古
文
識
、

識
、
記
也
。」
と
注
す
る
。

　
　

職
方
は
、
職
方
氏
。
司
馬
の
属
官
で
、
地
図
、
地
形
な
ど
の
地
理

を
掌
る
。『
周
礼
』
夏
官
職
方
氏
に
「
職
方
氏
、
掌
天
下
之
図
、
以

掌
天
下
之
地
、
辨
其
邦
国
、
都
鄙
、
四
夷
、
八
蠻
、
七
閩
、
九
貉
、

五
戎
、
六
狄
之
人
民
。」
と
あ
る
。

　
　

虞
衡
は
、
大
宰
の
属
官
で
、
山
沢
の
こ
と
を
掌
る
。『
周
礼
』
天

官
太
宰
に
「
以
九
職
任
万
民
…
…
、
三
曰
虞
衡
、
作
山
沢
之
材
。」

と
あ
り
、
鄭
玄
は
「
虞
衡
、
掌
山
沢
之
官
、
主
山
沢
之
民
者
。」
と

注
す
る
。

　
　

巫
祝
は
、
官
名
と
し
て
は
『
周
礼
』
に
は
見
え
な
い
。
そ
れ
に
類

す
る
官
職
と
し
て
は
、
亀
人
、
大
祝
、
司
巫
な
ど
が
あ
り
、
春
官
宗

伯
の
属
官
に
多
く
見
え
る
。

　
　

師
氏
は
、
王
室
を
導
き
、
貴
族
の
子
弟
を
教
育
し
、
朝
儀
の
得
失

を
掌
る
。『
書
』
顧
命
篇
に
「
師
氏
、
虎
臣
。」
と
あ
り
、『
周
礼
』

地
官
師
氏
に
「
師
氏
掌
以
媺
詔
王
、
以
三
徳
教
国
子
。
…
…
居
虎
門

之
左
、
司
王
朝
、
掌
国
中
失
之
事
、
以
教
国
子
弟
。
凡
国
之
貴
遊
子
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弟
学
焉
。」
と
あ
る
。

　
　

保
氏
も
、
周
代
の
官
名
。
礼
儀
に
よ
っ
て
君
主
を
正
し
、
貴
族
子

弟
を
教
育
す
る
。『
周
礼
』
地
官
保
氏
に
「
保
氏
掌
諫
王
悪
、
而
養

国
子
以
道
、
乃
教
之
六
藝
。」
と
あ
り
、
鄭
玄
は
「
諫
者
、
以
礼
儀

正
之
。」
と
注
す
る
。

［
二
］『
周
礼
』
に
も
と
も
と
あ
っ
た
は
ず
の
冬
官
篇
が
失
わ
れ
、
劉
向

父
子
が
「
考
工
記
」
を
補
っ
た
と
い
う
説
は
、
賈
公
彦
「
序
周
礼
廃

興
」
に
引
か
れ
る
馬
融
の
伝
に
始
ま
る
。「
秦
自
孝
公
已
下
、
用
商

君
之
法
、
其
政
酷
烈
、
與
周
官
相
反
。
故
始
皇
禁
挟
書
、
特
疾
悪
、

欲
絶
滅
之
、
搜
求
焚
焼
之
獨
悉
、
是
以
隠
蔵
百
年
、
孝
武
帝
始
除
挟

書
之
律
、
開
献
書
之
路
、
既
出
於
山
巌
屋
壁
、
復
入
于
秘
府
、
五
家

之
儒
、
莫
得
見
焉
。
至
孝
成
皇
帝
、
達
才
通
人
、
劉
向
子
歆
校
理
秘

書
、
始
得
列
序
著
于
録
略
、
然
亡
其
冬
官
一
篇
、
以
考
工
記
足
之
。」

［
三
］
考
工
自
体
は
、
漢
代
に
置
か
れ
た
官
職
で
、
器
械
を
掌
る
。
古

の
共
工
に
由
来
し
、『
書
』
舜
典
に
「
帝
曰
『
兪
、
咨
垂
、
汝
共

工
。』」
と
見
え
、
孔
伝
に
「
共
、
謂
供
其
職
事
。」
と
述
べ
ら
れ
る
。

ま
た
、『
史
記
』
五
帝
本
紀
に
も
「
舜
曰
『
誰
能
馴
予
工
。』
皆
曰
垂

可
。
於
是
以
垂
為
共
工
。」
と
見
え
、
裴
駰
集
解
は
馬
融
注
を
引
い

て
「
司
空
、
共
理
百
工
之
事
。」
と
述
べ
る
。
司
空
は
、
周
の
六
卿

の
一
つ
、
冬
官
司
空
。『
周
礼
』
冬
官
考
工
記
に
「
国
有
六
職
。
百

工
与
居
一
焉
。」
と
あ
り
、
そ
の
鄭
注
に
「
百
工
、
司
空
事
官
之
属
。

於
天
地
四
時
之
職
亦
処
其
一
也
。
司
空
掌
営
城
郭
、
建
都
邑
、
立
社

稷
宗
廟
、
造
宮
室
車
服
器
械
。
監
百
工
者
、
唐
虞
已
上
曰
共
工
。」

と
あ
り
、
ま
た
『
周
礼
』
冬
官
考
工
記
冒
頭
の
陸
徳
明
『
釈
文
』
に

「
鄭
云
、『
此
篇
司
空
之
官
也
。
司
空
篇
亡
、
漢
興
、
購
千
金
、
不
得

此
。
前
世
識
其
事
者
、
記
録
以
備
大
数
爾
。』」
と
見
え
る
。

［
四
］『
儀
礼
』
十
七
篇
は
、
も
と
「
士
礼
」
と
称
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

「
士
」
の
礼
儀
を
中
心
に
説
く
。『
周
礼
』
の
春
官
宗
伯
に
つ
い
て
、

『
釈
文
』
所
引
「
鄭
目
録
」
に
「
象
春
所
立
之
官
也
。
宗
、
尊
也
。

伯
、
長
也
。
春
者
、
出
生
万
物
。
天
子
立
宗
伯
、
使
掌
邦
礼
。
典
礼

以
事
神
為
上
、
亦
所
以
使
天
下
報
本
反
始
。
不
言
司
者
、
鬼
神
示
、

人
之
所
尊
、
不
敢
主
之
故
也
。」
と
述
べ
ら
れ
る
。

　
　
「
司
馬
法
百
五
十
篇
」
は
六
芸
略
礼
類
に
著
録
さ
れ
る
。
も
と
の

『
七
略
』
で
は
兵
書
略
兵
権
謀
類
に
著
録
さ
れ
て
い
た
の
を
班
固
が

移
し
た
。『
校
讎
通
義
』
鄭
樵
誤
校
漢
志
で
は
、
漢
志
に
お
け
る

「
司
馬
法
」
の
分
類
に
対
し
鄭
樵
が
批
判
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

「
不
知
『
司
馬
法
』
乃
周
官
職
掌
。
如
考
工
之
記
、
本
非
官
礼
、
亦

以
司
空
職
掌
、
附
著
『
周
官
』。」
と
述
べ
て
い
る
。『
周
礼
』
の
夏

官
司
馬
に
つ
い
て
、『
釈
文
』
所
引
「
鄭
目
録
」
に
「
象
夏
所
立
之

官
。
馬
者
、
武
也
。
言
為
武
者
也
。
夏
整
斉
万
物
、
天
子
立
司
馬
、
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共
掌
邦
政
。
政
可
以
平
諸
侯
、
正
天
下
。
故
曰
、『
統
六
師
、
平
邦

国
』。」
と
あ
る
。
ま
た
章
学
誠
は
「
永
清
県
志
六
書
例
議
」
の
中
で

も
「
或
謂
掌
故
之
書
、
各
守
専
官
、
連
床
架
屋
、
書
志
之
体
所
不
能

該
、
是
以
存
之
会
典
会
要
、
而
史
志
別
具
心
裁
焉
。
此
亦
不
可
謂
之

知
言
也
。『
周
官
』
挈
一
代
之
大
綱
、
而
儀
礼
三
千
、
不
聞
全
入
春

官
、『
司
馬
法
』
六
篇
、
不
聞
全
入
夏
官
、
然
存
宗
伯
司
馬
之
職
掌
、

而
礼
兵
要
義
、
可
以
指
掌
而
談
也
。」
と
述
べ
て
い
る
。

［
五
］
統
紀
は
、
綱
紀
。『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
「
為
天
下
制
儀
法
、

垂
六
藝
之
統
紀
於
後
世
。」
と
見
え
る
。

［
六
］
章
学
誠
が
三
代
の
後
、
降
っ
て
魏
晋
の
頃
に
ま
た
一
つ
の
学
術

の
転
換
期
を
見
て
い
る
こ
と
は
、
他
の
発
言
か
ら
も
し
ば
し
ば
窺
え

る
。『
文
史
通
義
』
史
註
云
「
魏
晋
以
来
、
著
作
紛
紛
、
前
無
師
承
、

後
無
従
学
。
且
其
為
文
也
、
体
既
濫
漫
、
絶
無
古
人
筆
削
謹
厳
之
義
、

旨
復
浅
近
、
亦
無
古
人
隠
微
難
喩
之
故
、
自
可
随
其
詣
力
、
孤
行
於

世
耳
。」
ま
た
、
山
口
久
和
は
、
そ
の
比
較
的
早
期
の
発
言
と
し
て
、

こ
の
「
和
州
志
藝
文
書
序
例
」
を
指
摘
し
て
い
る
。「
章
学
誠
『
文

史
通
義
』
の
言
語
観
―
言
語
表
現
の
多
義
性
と
解
釈
の
多
様
性
―
」

（『
研
究
論
集
』
九
七
、
二
〇
一
三
）

　
　
「
文
集
」
の
起
こ
り
に
つ
い
て
、
章
学
誠
に
よ
る
同
旨
の
発
言
は

他
に
も
見
え
る
。『
文
史
通
義
』
文
集
に
「
自
摯
虞
創
為
『
文
章
流

別
』、
学
者
便
之
、
於
是
別
聚
古
人
之
作
、
標
為
別
集
、
則
文
集
之

名
、
実
仿
於
晋
代
。
而
後
世
応
酬
牽
率
之
作
、
決
科
俳
擾
之
文
、
亦

汎
濫
横
裂
、
而
争
附
別
集
之
名
、
是
誠
劉
『
略
』
所
不
能
収
、
班

『
志
』
所
無
可
附
。
而
所
為
之
文
、
亦
矜
情
飾
貌
、
矛
盾
参
差
、
非

復
専
門
名
家
之
語
無
旁
出
也
。」、
ま
た
、「
著
作
衰
而
有
文
集
、
典

故
窮
而
有
類
書
。
学
者
貪
於
簡
閲
之
易
、
而
不
知
実
学
之
衰
、
狃
於

易
成
之
名
、
而
不
知
大
道
之
散
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
校
讎
通
義
』

宗
劉
篇
に
「
文
集
熾
盛
、
不
能
定
百
家
九
流
之
名
目
、
四
部
之
不
能

返
『
七
略
』
者
三
。」、「
漢
魏
六
朝
著
述
、
略
有
専
門
之
意
。
至
唐

宋
詩
文
之
集
、
則
浩
如
煙
海
矣
。
今
即
世
俗
所
謂
唐
宋
大
家
之
集
論

之
、
如
韓
愈
之
儒
家
、
柳
宗
元
之
名
家
、
蘇
洵
之
兵
家
、
蘇
軾
之
縦

横
家
、
王
安
石
之
法
家
、
皆
以
生
平
所
得
、
見
於
文
字
、
旨
無
旁
出
、

即
古
人
之
所
以
自
成
一
子
者
也
。
其
体
既
謂
之
集
、
自
不
得
強
列
以

諸
子
部
次
矣
。
因
集
部
之
目
録
、
而
推
論
其
要
旨
、
以
見
古
人
所
謂

言
有
物
而
行
有
恒
者
、
編
於
叙
録
之
下
、
則
一
切
無
実
之
華
言
、
牽

率
之
文
集
、
亦
可
因
是
而
治
之
。
庶
幾
辨
章
学
術
之
一
端
矣
。」
な

ど
と
見
え
る
。

［
七
］
類
書
が
伝
統
的
な
学
術
分
類
に
お
い
て
分
類
し
が
た
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、『
校
讎
通
義
』
宗
劉
篇
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
類
書

自
不
可
称
為
一
子
、
隋
唐
以
来
之
編
次
、
皆
非
也
。
然
類
書
之
体
亦

章学誠校讎学論文訳注（一）「和州志藝文書序例」（上）

（50）

－105－



有
二
。
其
有
源
委
者
、
如
文
献
通
考
之
類
、
当
附
史
部
故
事
之
後
、

其
無
源
委
者
、
如
藝
文
類
聚
之
類
、
當
附
集
部
総
集
之
後
、
総
不
得

与
子
部
相
混
淆
。
或
択
其
近
似
者
、
附
其
説
於
雑
家
之
後
、
可
矣
。」

医
師
之
聚
毒
、
以
待
応
時
取
給
に
つ
い
て
、『
周
礼
』
天
官
医
師
に

「
掌
医
之
政
令
、
聚
毒
薬
以
共
医
事
。」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。

［
八
］
同
旨
の
発
言
は
『
校
讎
通
義
』
宗
劉
篇
に
も
見
え
る
。「
鈔
輯
之

体
、
既
非
叢
書
、
又
非
類
書
、
四
部
之
不
能
返
『
七
略
』
者
四
。」、

ま
た
、「
鈔
書
始
於
葛
稚
川
。
然
其
体
未
雑
、
後
人
易
識
別
也
。
唐

後
史
家
、
無
専
門
別
識
、
鈔
撮
前
人
史
籍
、
不
能
自
擅
名
家
、
故

『
宋
志
』
藝
文
史
部
、
創
為
史
鈔
一
条
、
亦
不
得
已
也
。
嗣
後
学
術
、

日
趨
苟
簡
、 

無
論
治
経
業
史
、
皆
有
簡
約
鈔
撮
之
工
、
其
始
不
過
便

一
時
之
記
憶
、
初
非
有
意
留
青
、
後
乃
父
子
授
受
、
師
弟
伝
習
、
流

別
既
広
、
巧
法
滋
多
、
其
書
既
不
能
悉
畀
丙
丁
、
惟
有
強
編
甲
乙
、

弊
至
近
日
流
伝
之
残
本
『
説
郛
』
而
極
矣
。
其
書
有
経
有
史
、
其
文

或
墨
或
儒
、
若
還
其
部
次
、
則
篇
目
不
全
、
若
自
為
一
書
、
則
義
類

難
附
。
凡
若
此
者
、
当
自
立
書
鈔
名
目
、
附
之
史
鈔
之
後
、
可
矣
。」

［
九
］
同
旨
の
発
言
は
『
校
讎
通
義
』
宗
劉
篇
に
も
見
え
る
。「
評
点
詩

文
、
亦
有
似
別
集
而
実
非
別
集
、
似
総
集
而
又
非
総
集
者
、
四
部
之

不
能
返
『
七
略
』
者
五
。」
ま
た
、「
評
点
之
書
、
其
源
亦
始
鍾
氏

『
詩
品
』、
劉
氏
『
文
心
』。
然
彼
則
有
評
無
点
、
且
自
出
心
裁
、
発

揮
道
妙
、
又
且
離
詩
与
文
、
而
別
自
為
書
、
信
哉
其
能
成
一
家
言
矣
。

自
学
者
因
陋
就
簡
、
即
古
人
之
詩
文
、
而
漫
為
点
識
批
評
、
庶
幾
便

於
揣
摩
誦
習
。
而
後
人
嗣
起
、
囿
於
見
聞
、
不
能
自
具
心
裁
、
深
窺

古
人
全
体
、
作
者
精
微
、
以
致
相
習
成
風
、
幾
忘
其
為
尚
有
本
書
者
、

末
流
之
弊
、
至
此
極
矣
。
然
其
書
具
在
、
亦
不
得
而
尽
廃
之
也
。
且

如
『
史
記
』
百
三
十
篇
、
正
史
已
登
於
録
矣
。
明
茅
坤
・
帰
有
光
輩
、

復
加
点
識
批
評
、
是
所
重
不
在
百
三
十
篇
、
而
在
点
識
批
評
矣
、
豈

可
復
帰
正
史
類
乎
。
謝
枋
得
之
『
檀
弓
』、
蘇
洵
之
『
孟
子
』、
孫
鑛

之
『
毛
詩
』、
豈
可
復
帰
経
部
乎
。
凡
若
此
者
、
皆
是
論
文
之
末
流
、

品
藻
之
下
乗
、
豈
復
有
通
経
習
史
之
意
乎
。
編
書
至
此
、
不
必
更
問

経
史
部
次
、
子
集
偏
全
、
約
略
篇
章
、
附
於
文
史
評
之
下
、
庶
乎
不

失
論
辨
流
別
之
義
耳
。」

［
一
〇
］
漢
代
以
降
の
、
史
部
に
収
ま
る
書
籍
の
増
加
、
子
部
に
収
ま

る
書
籍
の
零
落
が
、『
七
略
』
の
六
部
分
類
か
ら
四
部
分
類
へ
と
移

る
こ
と
へ
と
つ
な
が
り
、
ま
た
四
部
分
類
か
ら
六
部
分
類
に
戻
れ
な

い
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、『
校
讎
通
義
』
宗
劉
篇
に
も
述
べ

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
史
部
日
繁
、
不
能
悉
隸
以
『
春
秋
』

家
学
、
四
部
之
不
能
返
『
七
略
』
者
一
。」
ま
た
、「
名
墨
諸
家
、
後

世
不
復
有
其
支
別
、
四
部
之
不
能
返
『
七
略
』
者
二
。」
た
だ
、
こ

こ
で
は
そ
れ
ら
を
表
層
の
現
象
と
し
て
捉
え
、
よ
り
深
い
と
こ
ろ
に
、
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三
代
以
後
の
学
術
の
頽
廃
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

蔚
成
大
国
に
つ
い
て
、『
文
心
雕
龍
』
銓
賦
篇
に
、
詩
の
六
義
の

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
賦
が
、
時
を
経
て
独
立
し
た
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
成

長
し
た
こ
と
に
対
し
、「
六
義
附
庸
、
蔚
成
大
国
」
と
述
べ
る
の
を

踏
ま
え
る
。
ま
た
、
四
庫
提
要
は
子
部
雑
家
類
雑
学
之
属
に
、
墨
子
、

尹
文
子
、
公
孫
龍
子
、
人
物
志
を
著
録
し
た
こ
と
に
対
し
、
序
で

「
墨
家
、
僅
墨
子
・
晏
子
二
書
、
名
家
、
尹
文
子
、
人
物
志
三
書
、

…
…
亦
別
立
標
題
自
為
支
派
。
此
拘
泥
門
目
之
過
也
。
黄
虞
稷
『
千

頃
堂
書
目
』、
於
寥
寥
不
能
成
類
者
、
併
入
雑
家
。
雑
之
義
、
広
無

所
不
包
、
班
固
所
謂
合
儒
墨
兼
名
法
也
。
変
而
得
宜
於
例
為
善
今
従

其
説
。」
と
説
明
し
て
お
り
、
章
学
誠
の
批
判
は
こ
の
よ
う
な
措
置

を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
節
（
復
古
）

【
原
文
】

聞
以
部
次
治
書
籍
、
未
聞
以
書
籍
乱
部
次
者
也
。
漢
初
諸
子

百
家
、
浩
無
統
攝
、
官
礼
之
意
亡
矣
。［
一
］
劉
氏
承
西
京
之
敝
、

而
能
推
究
古
者
官
師
合
一
之
故
、
著
為
条
貫
、
以
溯
其
源
、
則

治
之
未
嘗
不
精
也
。

魏
晋
之
間
、
文
集
類
書
、
無
所
統
系
［
魏
文
帝
撰
徐
、
陳
、
応
、

劉
之
文
、
都
為
一
集
。
摯
虞
作
『
文
章
流
別
集
』、
集
之
始
也
、
魏
文
帝
作

『
皇
覧
』、
類
書
之
始
也
］［
二
］、
専
門
伝
授
之
業
微
矣
。
而
荀
、
李

諸
家
［
荀
勖
、
李
充
］、
不
能
推
究
『
七
略
』
源
流
、
至
於
王
、

阮
諸
家
［
王
倹
、
阮
孝
緒
］、
相
去
逾
遠
。［
三
］

其
後
方
技
兵
書
、

合
於
子
部
、
而
文
集
自
為
専
門
、
類
書
列
於
諸
子
、
唐
人
四
部

之
書
［
四
部
創
於
荀
勖
、
体
例
与
後
代
四
部
不
同
、
故
云
始
於
唐
人
也
］、

乃
為
後
代
著
録
不
祧
之
成
法
、
而
天
下
学
術
、
益
紛
然
而
無
復

綱
紀
矣
。［
四
］
蓋
『
七
略
』
承
六
典
之
敝
、
而
知
存
六
典
之
遺
法
、

四
部
承
『
七
略
』
之
敝
、
而
不
知
存
『
七
略
』
之
遺
法
。
是

『
七
略
』
能
以
部
次
治
書
籍
、
而
四
部
不
能
不
以
書
籍
乱
部
次

也
。且

四
部
之
藉
口
於
不
能
復
『
七
略
』
者
、
一
曰
史
籍
之
繁
、

不
能
附
『
春
秋
』
家
学
也
。
夫
二
十
一
史
、
部
勒
非
難
、
至
於

職
官
故
事
之
書
、
譜
牒
紀
伝
之
体
、
或
本
官
礼
制
作
、
或
涉
儒

雑
家
言
、
不
必
皆
史
裁
也
。
今
欲
括
囊
諸
体
、
断
史
為
部
。
於

是
儀
註
不
入
礼
経
、
職
官
不
通
六
典
、
謨
誥
離
絶
『
尚
書
』、

史
評
分
途
諸
子
［
史
評
皆
諸
子
之
遺
、
入
史
部
、
非
也
］、
変
乱
古
人

立
言
本
旨
、
部
次
成
法
以
就
簡
易
、
如
之
何
其
可
也
。［
五
］

二
曰
文
集
日
繁
、
不
列
専
部
、
無
所
統
攝
也
。
夫
諸
子
百
家
、

非
出
官
守
、
而
劉
氏
推
為
官
守
之
流
別
、
則
文
集
非
諸
子
百
家
、
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而
著
録
之
書
、
又
何
不
可
治
以
諸
子
百
家
之
識
職
乎
。
夫
集
体

雖
曰
繁
賾
、
要
当
先
定
作
集
之
人
。
人
之
性
情
必
有
所
近
、
得

其
性
情
本
趣
、
則
詩
賦
之
所
寄
托
、
論
辨
之
所
引
喩
、
紀
叙
之

所
宗
尚
、
摂
其
大
旨
、
略
其
枝
葉
、
古
人
所
謂
一
家
之
言
、
如

儒
、
墨
、
名
、
法
之
中
、
必
有
得
其
流
別
者
矣
［
如
韓
愈
之
儒
家
、

柳
宗
元
之
名
家
、
蘇
軾
之
縦
横
家
、
王
安
石
之
礼
家
］。
存
録
其
文
集
本

名
、
論
次
其
源
流
所
自
、
附
其
目
於
劉
氏
部
次
之
後
、
而
別
白

其
至
与
不
至
焉
、
以
為
後
学
辨
途
之
津
逮
、
則
卮
言
無
所
附
麗
、

文
集
之
弊
、
可
以
稍
歇
。［
六
］
庶
幾
言
有
物
而
行
有
恒
、
将
由

『
七
略
』
専
家
、
而
窺
六
典
遺
則
乎
。［
七
］
家
法
既
専
、
其
無
根

駁
雑
、
類
鈔
評
選
之
属
、
可
以
不
煩
而
自
治
。［
八
］

是
著
録
之
道
、
通
於
教
法
、
何
可
遽
以
数
紀
部
目
之
属
、
軽

言
編
次
哉
。
但
学
者
不
先
有
以
窺
乎
天
地
之
純
、
識
古
人
之
大

体
、
而
遽
欲
部
次
群
言
、
辨
章
流
別
、
将
有
希
幾
於
一
言
之
是

而
不
可
得
者
。
是
以
著
録
之
家
、
好
言
四
部
、
而
憚
聞
『
七

略
』
也
。［
九
］

【
訓
読
文
】

部
次
を
以
て
書
籍
を
治
む
を
聞
く
も
、
未
だ
書
籍
を
以
て
部

次
を
乱
す
者
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
漢
初
の
諸
子
百
家
、
浩
と
し

て
統
攝
す
る
無
く
、
官
礼
の
意
亡
ぶ
。
劉
氏 

西
京
の
敝
を
承

け
、
而
し
て
能
く
古
者
官
師
合
一
の
故
を
推
究
し
、
著
し
て
条

貫
を
為
し
、
以
て
其
の
源
に
溯
れ
ば
、
則
ち
之
を
治
む
る
こ
と

未
だ
嘗
て
精
な
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
。

魏
晋
の
間
、
文
集
類
書
、
統
系
す
る
所
無
く
［
魏
文
帝 

徐
、
陳
、

応
、
劉
の
文
を
撰
し
て
、
都
て
一
集
と
為
す
。
摯
虞
『
文
章
流
別
集
』
を
作
る

は
、
集
の
始
ま
り
な
り
、
魏
文
帝 『
皇
覧
』
を
作
る
は
、
類
書
の
始
ま
り
な
り
］、

専
門
伝
授
の
業
微
な
り
。
而
も
荀
、
李
の
諸
家
［
荀
勖
、
李
充
な

り
］、『
七
略
』
の
源
流
を
推
究
す
る
能
わ
ず
、
王
、
阮
の
諸
家

［
王
倹
、
阮
孝
緒
な
り
］
に
至
り
て
、
相
去
る
こ
と
逾
ゝ
遠
し
。
其

の
後
方
技
兵
書
、
子
部
に
合
し
、
而
し
て
文
集
は
自
ら
専
門
を

為
し
、
類
書
は
諸
子
に
列
し
、
唐
人
の
四
部
の
書
［
四
部
は
荀
勖

に
創
ま
る
も
、
体
例
は
後
代
の
四
部
と
同
じ
か
ら
ず
、
故
に
唐
人
に
始
ま
る
と

云
う
な
り
］、
乃
ち
後
代
著
録
の
不
祧
の
成
法
と
為
り
、
而
し
て

天
下
の
学
術
、
益
ゝ
紛
然
と
し
て
復
た
綱
紀
無
し
。
蓋
し
『
七

略
』
は
六
典
の
敝
を
承
け
、
而
し
て
六
典
の
遺
法
を
存
す
る
を

知
り
、
四
部
は
『
七
略
』
の
敝
を
承
け
、
而
し
て
『
七
略
』
の

遺
法
を
存
す
る
を
知
ら
ず
。
是
れ
『
七
略
』
は
能
く
部
次
を
以

て
書
籍
を
治
め
、
而
し
て
四
部
は
書
籍
を
以
て
部
次
を
乱
さ
ざ

る
能
わ
ざ
る
な
り
。
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且
つ
四
部
の
口
を
『
七
略
』
に
復
す
る
能
わ
ざ
る
に
藉
る
者

は
、
一
に
曰
わ
く
、
史
籍
の
繁
、『
春
秋
』
の
家
学
に
附
す
る

能
わ
ざ
る
な
り
、
と
。
夫
れ
二
十
一
史
は
、
部
勒
難
き
に
非
ず
、

職
官
故
事
の
書
、
譜
牒
紀
伝
の
体
に
至
り
て
は
、
或
い
は
官
礼

に
本
づ
き
て
制
作
し
、
或
い
は
儒
雑
家
の
言
に
涉
り
、
必
ず
し

も
皆
史
裁
な
ら
ざ
る
な
り
。
今
諸
体
を
括
囊
せ
ん
と
欲
し
、
史

を
断
じ
て
部
と
為
す
。
是
に
於
い
て
儀
註 

礼
経
に
入
ら
ず
、

職
官 

六
典
に
通
ぜ
ず
、
謨
誥 
『
尚
書
』
よ
り
離
絶
し
、
史
評 

途
を
諸
子
よ
り
分
か
ち
［
史
評
は
皆
諸
子
の
遺
な
る
も
、
史
部
に
入
る

る
は
、
非
な
り
］、
古
人
立
言
の
本
旨
を
変
乱
し
、
部
次
の
成
法

以
て
簡
易
に
就
く
、
之
を
如
何
し
て
其
れ
可
な
ら
ん
や
。

二
に
曰
わ
く
、
文
集
日
ゝ
に
繁
く
、
専
部
に
列
せ
ず
ん
ば
、

統
攝
す
る
所
無
き
な
り
、
と
。
夫
れ
諸
子
百
家
は
、
官
守
に
出

づ
る
に
非
ず
、
而
る
に
劉
氏
推
し
て
官
守
の
流
別
を
為
す
、
則

ち
文
集
は
諸
子
百
家
に
非
ざ
る
も
、
而
る
に
著
録
の
書
も
、
又

た
何
ぞ
治
む
る
に
諸
子
百
家
の
識
職
を
以
て
す
可
か
ら
ざ
ら
ん

や
。
夫
れ
集
の
体 

繁
賾
と
曰
う
と
雖
も
、
要
ず
当
に
先
に
集

を
作
る
の
人
を
定
む
べ
し
。
人
の
性
情
は
必
ず
や
近
き
所
有
り
、

其
の
性
情
の
本
趣
を
得
れ
ば
、
則
ち
詩
賦
の
寄
托
す
る
所
、
論

辨
の
引
喩
す
る
所
、
紀
叙
の
宗
尚
す
る
所
、
其
の
大
旨
を
摂
り
、

其
の
枝
葉
を
略
し
、
古
人
の
所
謂
一
家
の
言
、
儒
、
墨
、
名
、

法
の
如
き
の
中
、
必
ず
や
其
の
流
別
を
得
る
者
有
ら
ん
［
韓
愈

の
儒
家
、
柳
宗
元
の
名
家
、
蘇
軾
の
縦
横
家
、
王
安
石
の
礼
家
の
如
し
］。
其

の
文
集
の
本
名
を
存
録
し
、
其
の
源
流
の
自
る
所
を
論
次
し
、

其
の
目
を
劉
氏
の
部
次
の
後
に
附
し
、
而
し
て
別
に
其
の
至
る

と
至
ら
ざ
る
と
を
白
し
て
、
以
て
後
学
の
辨
途
の
津
逮
と
為
せ

ば
、
則
ち
卮
言 

附
麗
す
る
所
無
く
、
文
集
の
弊
、
稍
ゝ
歇
く

可
し
。
庶
幾
わ
く
は
言
に
物
有
り
て
行
に
恒
有
り
、
将
に
『
七

略
』
の
専
家
に
由
り
て
、
六
典
の
遺
則
を
窺
わ
ん
と
せ
ん
か
。

家
法
既
に
専
ら
な
れ
ば
、
其
の
無
根
駁
雑
な
る
、
類
鈔
評
選
の

属
は
、
煩
わ
ず
し
て
自
ら
治
む
可
し
。

是
れ
著
録
の
道
は
、
教
法
に
通
ず
、
何
ぞ
遽
か
に
部
目
の
属

を
数
紀
す
る
を
以
て
、
編
次
を
軽
言
す
可
け
ん
や
。
但
だ
学
ぶ

者
は
先
に
以
て
天
地
の
純
を
窺
い
、
古
人
の
大
体
を
識
る
有
ら

ず
し
て
、
遽
か
に
群
言
を
部
次
し
、
流
別
を
辨
章
せ
ん
と
欲
し
、

将
に
一
言
の
是
を
希
幾
う
も
得
可
か
ら
ざ
る
者
有
ら
ん
と
す
。

是
を
以
て
著
録
の
家
、
好
ん
で
四
部
を
言
い
、『
七
略
』
を
聞

く
を
憚
る
な
り
。
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【
現
代
語
訳
】

分
類
に
よ
っ
て
書
籍
を
整
理
す
る
と
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

が
、
書
籍
に
よ
っ
て
分
類
を
乱
す
と
は
聞
い
た
こ
と
は
な
い
。

漢
初
の
諸
子
百
家
は
、
広
汎
で
ま
と
ま
り
が
な
く
、
古
来
の
官

府
の
礼
法
の
意
義
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
劉
向
劉

歆
父
子
は
前
漢
の
衰
亡
を
承
け
て
、
し
っ
か
り
古
に
お
け
る
官

職
と
教
官
が
合
致
し
て
い
る
わ
け
を
追
究
し
、
書
物
を
著
録
し

て
筋
道
を
立
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
源
に
溯
っ
た
の
で
、
書
物
、

学
術
が
精
確
に
整
理
さ
れ
た
。

魏
晋
の
間
に
な
っ
て
、
文
集
や
類
書
と
い
っ
た
、
位
置
づ
け

よ
う
の
な
い
書
物
が
現
れ
［
魏
文
帝
は
徐
幹
、
陳
琳
、
応
瑒
、
劉
楨
の

詩
文
を
編
纂
し
て
、
ま
と
め
て
一
集
と
し
た
。
摯
虞
が
『
文
章
流
別
集
』
を
編

纂
し
た
の
は
、
総
集
の
始
ま
り
で
あ
り
、
魏
文
帝
が
『
皇
覧
』
を
編
纂
し
た
の

は
、
類
書
の
始
ま
り
で
あ
る
］、
専
門
と
し
て
伝
授
さ
れ
る
学
業
が

廃
れ
て
い
っ
た
。
し
か
も
、
荀
李
の
諸
家
は
［
荀
勖
と
李
充
］、

『
七
略
』
の
源
流
を
推
し
て
追
究
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
王
阮

の
諸
家
［
王
倹
と
阮
孝
緒
］
に
至
っ
て
は
、『
七
略
』
の
源
流
か
ら

い
よ
い
よ
遠
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
方

技
書
や
兵
書
が
、
子
部
に
合
流
し
、
ま
た
文
集
は
そ
れ
自
体
で

一
門
を
形
成
し
、
類
書
は
諸
子
に
列
べ
ら
れ
、
唐
人
に
よ
る
四

部
分
類
の
目
録
書
が
［
四
部
は
荀
勖
に
創
始
し
た
が
、
そ
の
体
例
は
後
代

の
四
部
と
同
じ
で
は
な
い
の
で
、
唐
人
に
始
ま
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
］、
後

世
の
著
録
に
お
け
る
不
変
の
成
法
と
な
り
、
そ
う
し
て
天
下
の

学
術
は
、
ま
す
ま
す
混
乱
し
て
綱
紀
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
っ
た
。
思
う
に
『
七
略
』
は
六
典
が
や
ぶ
れ
た
状
況
を

承
け
て
、
六
典
の
遺
法
を
残
す
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
に
対
し
、

四
部
は
『
七
略
』
が
や
ぶ
れ
た
状
況
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

『
七
略
』
の
遺
法
を
残
す
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
が

『
七
略
』
が
分
類
に
よ
っ
て
書
籍
を
整
理
で
き
た
の
に
対
し
、

四
部
が
書
籍
に
よ
っ
て
分
類
を
乱
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
四
部
が
『
七
略
』
の
六
部
分
類
に
戻
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
の
言
い
わ
け
と
し
て
、
一
言
目
に
は
、
史
書
は
浩
繁

な
の
で
、
春
秋
家
の
学
問
に
附
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
う
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
二
十
一
史
の
正
史
は
、
収
め
る
部
門
に
困

難
は
な
い
し
、
職
官
や
故
事
の
書
籍
、
譜
牒
や
紀
伝
の
ジ
ャ
ン

ル
に
つ
い
て
は
、
あ
る
も
の
は
官
府
の
礼
法
に
基
づ
い
て
書
か

れ
、
ま
た
あ
る
も
の
は
儒
家
や
雑
家
の
言
説
に
及
び
、
必
ず
し

も
全
て
が
史
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
な
の

に
、
い
ま
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
を
ま
と
め
て
、
史
部
と
し
て
独
立
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さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
儀
注
の
書
籍
を
礼
経
に

入
れ
ず
、
職
官
の
書
籍
を
六
典
と
通
わ
せ
ず
、
謨
誥
を
『
尚

書
』
か
ら
離
し
、
史
評
を
諸
子
か
ら
分
け
て
し
ま
っ
た
の
は

［
史
評
は
い
ず
れ
も
諸
子
の
残
り
で
あ
り
、
史
部
に
収
め
る
の
は
間
違
っ
て
い

る
］、
古
人
の
立
言
の
本
旨
を
乱
し
、
分
類
の
方
法
を
安
易
へ

と
靡
か
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
認
め
る
こ
と
な
ど
で

き
よ
う
か
。

ま
た
、
二
言
目
に
は
、
文
集
の
類
が
日
に
日
に
多
く
な
り
、

専
門
の
一
門
に
並
べ
な
け
れ
ば
、
ま
と
ま
り
が
な
く
な
る
と
も

言
う
。
い
っ
た
い
諸
子
百
家
は
、
官
職
が
保
守
す
べ
き
職
能
か

ら
出
た
も
の
で
な
く
と
も
、
劉
氏
は
そ
の
主
張
を
推
究
し
て
古

の
官
職
・
職
能
の
流
別
と
み
な
し
た
の
で
あ
り
、
文
集
も
諸
子

百
家
で
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
目
録
が
諸
子
百
家
の
識
職
に

よ
っ
て
整
理
で
き
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
文
集
の

形
態
の
書
籍
は
複
雑
で
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
必
ず
や
先
ず
以

て
集
を
編
纂
し
た
人
を
定
め
る
べ
き
で
あ
る
。
人
一
人
の
性
情

は
必
ず
や
近
似
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
性
情
の
主
旨
が
理
解

で
き
れ
ば
、
詩
賦
に
よ
っ
て
言
寄
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
論

辨
に
よ
っ
て
論
証
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
紀
叙
に
よ
っ
て
古
、

先
祖
を
貴
ぶ
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
ら
の
主
旨
を
捉
え
、
枝

葉
を
省
け
ば
、
古
人
の
所
謂
一
家
の
言
で
あ
る
、
儒
家
、
墨
家
、

名
家
、
法
家
な
ど
の
中
に
、
必
ず
や
そ
の
流
別
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
［
韓
愈
の
儒
家
、
柳
宗
元
の
名
家
、
蘇
軾
の
縦
横
家
、

王
安
石
の
礼
家
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
］。
そ
の
文
集
の
本
来
の
名
称

を
著
録
し
、
源
流
の
よ
る
と
こ
ろ
を
整
理
し
順
序
立
て
、
そ
の

書
目
を
劉
氏
『
七
略
』
の
分
類
の
後
に
附
し
、
そ
れ
と
は
別
に

各
々
の
至
る
と
こ
ろ
と
至
ら
な
い
と
こ
ろ
を
述
べ
る
こ
と
で
、

後
学
の
学
問
を
進
め
る
手
引
き
と
す
れ
ば
、
支
離
滅
裂
な
言
説

が
連
な
る
こ
と
も
な
く
、
文
集
の
弊
害
も
、
次
第
に
な
く
な
っ

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
言
説
に
中
身
が
し
っ
か
り
伴
い
、
行
動

に
規
範
が
あ
る
こ
と
を
目
指
し
、『
七
略
』
に
お
け
る
諸
子
百

家
の
専
家
に
よ
り
な
が
ら
、
六
典
の
残
さ
れ
た
規
則
を
窺
い
知

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
家
法
が
一
つ

に
ま
と
ま
れ
ば
、
そ
の
根
拠
も
な
く
雑
駁
な
、
類
書
や
書
鈔
、

評
選
の
類
は
、
あ
れ
こ
れ
考
え
ず
と
も
自
然
に
落
ち
着
く
の
で

あ
る
。

著
録
の
道
は
、
古
の
教
育
と
治
法
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、

ど
う
し
て
分
類
や
書
目
を
数
え
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
軽
々
に

著
録
編
纂
の
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
。
そ
れ
な

の
に
、
後
世
の
学
者
た
ち
は
先
ず
以
て
天
地
の
精
髄
を
窺
い
知
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り
、
古
人
の
根
本
を
理
解
す
る
こ
と
な
し
に
、
た
だ
ち
に
多
く

の
言
説
、
書
物
を
分
類
し
て
並
べ
、
そ
の
流
別
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
れ
で
は
、
わ
ず
か
一
言
の
正
し
さ
を
求

め
て
根
本
を
理
解
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
目
録
家
た
ち
は
、

四
部
に
つ
い
て
好
ん
で
語
り
、『
七
略
』
に
つ
い
て
聞
く
の
を

避
け
る
の
で
あ
る
。

【
訳
注
】

［
一
］
官
礼
は
、
古
代
の
官
府
で
守
ら
れ
て
い
た
礼
法
。
こ
こ
で
は
官

制
即
学
術
・
書
籍
分
類
で
あ
り
、
官
師
合
一
が
保
た
れ
て
い
た
古
の

体
制
を
言
う
。
章
学
誠
自
身
の
発
言
の
中
で
は
、『
文
史
通
義
』
詩

教
下
に
「
六
藝
為
官
礼
之
遺
。」、
ま
た
説
林
に
「
劉
歆
七
略
、
論
次

諸
家
流
別
、
而
推
官
礼
之
遺
焉
、
所
以
解
専
陋
之
瘴
厲
也
。」
な
ど

と
見
え
る
。

［
二
］
魏
文
帝
曹
丕
が
編
集
し
た
七
子
の
文
集
に
つ
い
て
、「
与
呉
質
書
」

に
「
昔
年
疾
疫
、
親
故
多
離
其
災
、
徐
陳
応
劉
、
一
時
俱
逝
、
痛
可

言
邪
。
昔
日
遊
処
、
行
則
連
輿
、
止
則
接
席
、
何
曾
須
臾
相
失
。
毎

至
觴
酌
流
行
、
糸
竹
並
奏
、
酒
酣
耳
熱
、
仰
而
賦
詩
。
当
此
之
時
、

忽
然
不
自
知
楽
也
、
謂
百
年
已
分
、
可
長
共
相
保
。
何
図
数
年
之
閒
、

零
落
略
尽
、
言
之
傷
心
、
頃
撰
其
遺
文
、
都
為
一
集
。
観
其
姓
名
、

以
為
鬼
録
、
追
思
昔
遊
、
猶
在
心
目
。」
と
あ
る
。

　
　

西
晋
摯
虞
の
『
文
章
流
別
集
』
は
、『
隋
書
』
経
籍
志
総
集
類
に

「
文
章
流
別
集
四
十
一
巻
（
梁
六
十
巻
、
志
二
巻
、
論
二
巻
）」
と
し

て
著
録
さ
れ
、
ま
た
、
総
集
類
後
序
に
「
総
集
者
、
以
建
安
之
後
、

辞
賦
転
繁
、
衆
家
之
集
、
日
以
滋
広
、
晋
代
摯
虞
、
苦
覧
者
之
労
倦
、

於
是
採
擿
孔
翠
、
芟
剪
繁
蕪
、
自
詩
賦
下
、
各
為
条
貫
、
合
而
編
之
、

謂
為
流
別
。
是
後
文
集
総
鈔
、
作
者
継
軌
、
属
辞
之
士
、
以
為
覃
奥
、

而
取
則
焉
。」
と
述
べ
ら
れ
る
。

　
　
『
皇
覧
』
は
魏
文
帝
の
勅
命
で
編
纂
さ
れ
た
類
書
。『
隋
書
』
経
籍

志
子
部
雑
家
類
に
「
皇
覧
一
百
二
十
巻　

繆
襲
等
撰
」
と
し
て
著
録

さ
れ
る
。
ま
た
、『
魏
志
』
文
帝
紀
に
「
初
、
帝
好
文
学
、
以
著
述

為
務
、
自
所
勒
成
垂
百
篇
。
又
使
諸
儒
撰
集
経
伝
、
随
類
相
従
、
凡

千
餘
篇
、
号
曰
皇
覧
。」
と
見
え
る
。

［
三
］
荀
勗
、
字
は
公
曾
は
、
魏
晋
の
文
人
。
鄭
黙
『
中
経
簿
』
に
拠

り
な
が
ら
、『
中
経
新
簿
』
を
編
纂
し
た
。『
隋
書
』
経
籍
志
総
序
に

「
魏
秘
書
郎
鄭
黙
、
始
制
中
経
、
秘
書
監
荀
勗
、
又
因
中
経
、
更
著

新
簿
、
分
為
四
部
、
総
括
群
書
。
一
曰
甲
部
、
紀
六
藝
及
小
学
等
書
、

二
曰
乙
部
、
有
古
諸
子
家
、
近
世
子
家
、
兵
書
、
兵
家
、
術
数
、
三

曰
丙
部
、
有
史
記
、
旧
事
、
皇
覧
簿
、
雑
事
、
四
曰
丁
部
、
有
詩
賦
、

図
讃
、
汲
冢
書
、
大
凡
四
部
合
二
万
九
千
九
百
四
十
五
巻
。」
と
あ
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る
。

　
　

李
充
、
字
は
弘
度
は
東
晋
の
文
人
。
西
晋
末
の
混
乱
に
よ
る
散
逸

し
た
書
物
を
、
荀
勗
『
中
経
新
簿
』
に
拠
り
な
が
ら
整
理
し
、『
元

帝
四
部
書
目
』
を
編
纂
し
た
。『
文
選
』
李
注
所
引
臧
栄
緒
『
晋
書
』

に
「
五
経
為
甲
部
、
史
部
為
乙
部
、
子
部
為
丙
部
、
詩
賦
為
丁
部
。」

と
あ
る
。
李
充
に
は
別
に
「
翰
林
論
三
巻
」
の
総
集
を
編
纂
し
て
お

り
、『
隋
書
』
経
籍
志
総
集
類
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

王
倹
、
字
は
仲
宝
は
、
南
斉
の
文
人
。『
七
略
』
に
拠
り
な
が
ら

宮
中
の
書
籍
を
校
訂
、
整
理
し
、『
七
志
』
四
十
巻
を
編
纂
し
た
。

ま
た
別
に
李
充
『
元
帝
四
部
書
目
』
に
拠
り
な
が
ら
『
元
徽
元
年
四

部
書
目
録
』
も
編
纂
し
て
い
る
。『
隋
書
』
経
籍
志
総
序
に
「
元
徽

元
年
、
秘
書
丞
王
倹
又
造
目
録
、
大
凡
一
万
五
千
七
百
四
巻
。
倹
又

別
撰
七
志
、
一
曰
経
典
志
、
紀
六
藝
、
小
学
、
史
記
、
雑
伝
、
二
曰

諸
子
志
、
紀
今
古
諸
子
、
三
曰
文
翰
志
、
紀
詩
賦
、
四
曰
軍
書
志
、

紀
兵
書
、
五
曰
陰
陽
志
、
紀
陰
陽
図
緯
、
六
曰
術
藝
志
、
紀
方
技
、

七
曰
図
譜
志
、
紀
地
域
及
図
書
。
其
道
、
佛
附
見
、
合
九
条
。」
と

あ
る
。

　
　

阮
孝
緒
、
字
は
士
宗
、
梁
の
処
士
。
王
公
家
蔵
の
書
物
を
捜
集
し

て
『
七
録
』
を
編
纂
し
た
。「
序
録
」
が
『
広
弘
明
集
』
に
引
か
れ

て
伝
わ
る
。『
隋
書
』
経
籍
志
総
序
に
「
普
通
中
、
有
処
士
阮
孝
緒
、

沈
静
寡
慾
、
篤
好
墳
史
、
博
采
宋
、
斉
已
来
、
王
公
之
家
凡
有
書
記
、

参
校
官
簿
、
更
為
『
七
録
』、
一
曰
経
典
録
、
紀
六
藝
、
二
曰
記
伝

録
、
紀
史
伝
、
三
曰
子
兵
録
、
紀
子
書
、
兵
書
、
四
曰
文
集
録
、
紀

詩
賦
、
五
曰
技
術
録
、
紀
数
術
、
六
曰
仏
録
、
七
曰
道
録
。」
と
あ

る
。

［
四
］
こ
こ
で
の
「
唐
人
」
は
、『
隋
書
』
経
籍
志
の
編
者
、『
古
今
書

録
』
を
編
纂
し
た
毋
煚
な
ど
を
指
す
だ
ろ
う
。『
隋
書
』
経
籍
志
は

も
と
、
唐
太
宗
の
勅
命
に
よ
り
于
志
寧
、
李
淳
鳳
、
韋
安
仁
、
令
狐

徳
棻
、
李
延
寿
、
長
孫
無
忌
等
が
関
わ
り
、『
五
代
史
志
』
と
し
て

編
纂
さ
れ
た
。
高
宗
顕
慶
元
（
六
五
六
）
年
成
書
。『
隋
書
』
経
籍

志
子
部
に
は
、『
七
略
』
の
所
謂
「
九
流
」
に
加
え
、
兵
家
、
天
文

家
、
暦
数
家
、
五
行
家
、
医
方
家
が
加
わ
っ
て
い
る
。
後
序
に
「
漢

書
有
諸
子
、
兵
書
、
数
術
、
方
伎
之
略
、
今
合
而
叙
之
、
為
十
四
種
、

謂
之
子
部
。」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
同
集
部
に
は
、
楚
辞
類
、
別
集

類
、
総
集
類
の
小
類
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
章
学
誠
の
所
謂
文
集
は

集
部
に
お
け
る
別
集
類
、
総
集
類
に
著
録
さ
れ
る
著
述
を
指
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
分
類
自
体
は
、
隋
志
以
前
で
は
す
で
に
阮

孝
緒
『
七
録
』
に
見
え
る
。
類
書
に
つ
い
て
、『
隋
書
』
経
籍
志
で

は
、
子
部
雑
家
類
に
「
皇
覧
一
百
二
十
巻
」「
華
林
遍
略
六
百
二
十

巻
」
な
ど
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
古
今
書
録
』
を
襲
用
す
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る
『
旧
唐
書
』
経
籍
志
で
は
子
部
中
に
事
類
類
を
設
け
て
お
り
、
以

後
の
目
録
も
そ
の
分
類
方
法
に
従
う
こ
と
に
な
り
、『
四
庫
提
要
』

に
至
る
ま
で
お
よ
そ
子
部
中
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
は
変
わ
ら
な

か
っ
た
。

［
五
］
四
部
分
類
に
お
け
る
史
部
に
収
ま
る
書
物
の
帰
属
す
べ
き
分
類

に
つ
い
て
は
、『
校
讎
通
義
』
宗
劉
篇
に
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。「
二

十
三
史
、
皆
春
秋
家
学
也
。
本
紀
為
経
、
而
志
表
伝
録
、
亦
如
左
氏

伝
例
之
与
為
終
始
発
明
耳
。
故
劉
歆
次
太
史
公
百
三
十
篇
於
春
秋
之

後
、
而
班
固
叙
例
亦
云
、
作
春
秋
考
紀
十
二
篇
、
明
乎
其
継
春
秋
而

作
也
。
他
如
儀
注
乃
儀
礼
之
支
流
、
職
官
乃
周
官
之
族
属
、
則
史
而

経
矣
。
譜
牒
通
於
歴
数
、
記
伝
合
乎
小
説
、
則
史
而
子
矣
。」
ま
た

前
節
注
一
〇
を
参
照
。

［
六
］
文
人
ご
と
の
別
集
が
「
一
家
言
」
と
な
り
得
る
こ
と
は
、『
校
讎

通
義
』
宗
劉
篇
に
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。「
漢
魏
六
朝
著
述
、
略
有

専
門
之
意
。
至
唐
宋
詩
文
之
集
、
則
浩
如
煙
海
矣
。
今
即
世
俗
所
謂

唐
宋
大
家
之
集
論
之
、
如
韓
愈
之
儒
家
、
柳
宗
元
之
名
家
、
蘇
洵
之

兵
家
、
蘇
軾
之
縦
横
家
、
王
安
石
之
法
家
、
皆
以
生
平
所
得
、
見
於

文
字
、
旨
無
旁
出
、
即
古
人
之
所
以
自
成
一
子
者
也
。」
な
お
、
こ

の
く
だ
り
に
続
け
て
、「
其
体
既
謂
之
集
、
自
不
得
強
列
以
諸
子
部

次
矣
。」
と
述
べ
、「
文
集
」
と
い
う
形
式
、
分
類
を
一
定
程
度
首
肯

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
校
讎
通
義
』
に
お
い
て
は
よ
り
現
実
的
、

実
践
的
な
認
識
が
強
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

［
七
］
言
有
物
、
行
有
恒
は
、
言
説
に
中
身
が
あ
り
、
行
動
に
規
範
が

あ
る
こ
と
。『
易
』
家
人
象
伝
に
見
え
る
。

［
八
］「
類
書
」「
書
鈔
」「
評
選
」
三
類
に
対
す
る
目
録
編
纂
上
の
処
理

に
つ
い
て
は
、『
校
讎
通
義
』
に
至
っ
て
、
本
序
例
と
は
認
識
に
変

化
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
、『
校
讎
通
義
』
宗
劉
篇
で
は
、「
類
書
」
は

史
部
故
事
類
な
い
し
子
部
雑
家
類
に
収
め
、「
書
鈔
」
に
つ
い
て
は
、

単
独
で
分
類
を
立
て
る
か
、
も
し
く
は
史
部
史
鈔
類
に
収
め
、
ま
た
、

「
評
選
」
に
つ
い
て
は
、
評
論
類
の
末
流
と
し
て
、
集
部
文
史
類
な

い
し
詩
文
評
類
に
収
め
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま

た
本
節
注
六
に
述
べ
た
現
実
性
、
実
践
性
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
理
解

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

［
九
］
天
地
之
純
、
古
人
之
大
体
に
つ
い
て
、『
荘
子
』
天
下
篇
に
「
天

下
大
乱
、
賢
聖
不
明
、
道
徳
不
一
、
天
下
多
得
一
察
焉
以
自
好
。

…
…
百
家
往
而
不
反
、
必
不
合
矣
。
後
世
之
学
者
、
不
幸
不
見
天
地

之
純
、
古
人
之
大
体
、
道
術
将
為
天
下
裂
。」
と
見
え
て
い
る
。「
古

人
之
大
体
」
は
章
学
誠
の
文
章
に
頻
見
し
、
彼
の
発
想
の
ひ
と
つ
に

『
荘
子
』
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

一
言
之
是
は
、
わ
ず
か
一
言
の
正
し
さ
。『
顔
氏
家
訓
』
教
子
篇
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に
「
梁
元
帝
時
、
有
一
学
士
、
聡
敏
有
才
、
為
父
所
寵
、
失
於
教
義
、

一
言
之
是
、
遍
於
行
路
、
終
年
誉
之
、
一
行
之
非
、
揜
蔵
文
飾
、
冀

其
自
改
。」
と
見
え
る
。

章学誠校讎学論文訳注（一）「和州志藝文書序例」（上）
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